
2001（平成13年）12月１日発行�

〒                  沖縄県中頭郡西原町字嘉手苅      番地　                                           

詳しい日 程�
問い合わせは�
議会事務局へ�

平成平成12年度一般会計決算認定………………２～３年度一般会計決算認定………………２～３�
平成平成12年度特別会計決算認定………………４～５年度特別会計決算認定………………４～５�
平成平成13年度一般会計補正予算の審議………年度一般会計補正予算の審議……………６……６�
補正予算／条例補正予算／条例…………………………………………………………………………７�
一般質問………………………………………一般質問………………………………………８～８～16�
審議された議案一覧………………………………審議された議案一覧………………………………17�
決議／意見書決議／意見書 ………………………………………………………………18～19�
視察・研修視察・研修 ……………………………………………………………………………… 20

平成12年度一般会計決算認定………………２～３�
平成12年度特別会計決算認定………………４～５�
平成13年度一般会計補正予算の審議……………６�
補正予算／条例……………………………………７�
一般質問………………………………………８～16�
審議された議案一覧………………………………17�
決議／意見書 ………………………………18～19�
視察・研修 ……………………………………… 20

発行：西原町議会　  編集：議会広報調査特別委員会　  印刷：（協）丸正印刷�

西原町陸上競技場



平成
�

12年
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   平成13年第5回西原町議会は9月18日に招集され、10月2日までの15日間の会期で開催�

歳出決算額　78億2,814万9千円！�歳出決算額　78億2,814万9千円！� 歳入決算額　80億3,372万6千円！�歳入決算額　80億3,372万6千円！�

交通安全対策特別交付金�
3,270千円（0.0％）�

決算審査報告�公設民営化とサービスの充実�

　審査においては、３年ぶり（9.9％）の当初予算増の要因は、教育費の学校改築等２億5,330万円、さら
に民生費で 坂田保育所・児童館関係で２億4,436万円、又土木費でマリンタウン用地購入関係で１億677
万円等であったが、最終補正（平成13年３月12日）において繰越明許費が４億5,000万円余り計上されて
おり、その大部分が民生費の坂田保育所・児童館関係であり、土木関係費においては用地購入費である。�
　坂田保育所・児童館建設における問題として、当初契約の工期を平成12年10月27日～13年３月31日と契約を締結
した。その後、擁壁調査により新たな設計及び擁壁工事が必要となり、工期期間の改定14年１月30日となり、約10
ヵ月も遅れる形となる。監査報告にもあるが、土地の評価鑑定時、工事設計時あるいは土質調査時等において、そ
れぞれの専門家としての立場からも判断することは不可能だったのか、本体工事については今後問題の原因等につ
いて十分検証を行ない、最少の経費で最大の効果を求める行政効果を強く要望したい。�
　さらに用地購入等については、その担当課のねばり強い対応が必要ではあるが、用地係等の専門職が必要。�

今後なお一層の徴収業務の強化をY
〈計画的・効率的な財政運営をZ〉〈合併も検討Z 〉�

　町税の収入率の状況等について、調定額に対する収入率88.1％で前年度89.2％より1.1ポイ
ント減少している事や、収入率が平成９年度をピークに減少している。又本年度の滞納増加
額は3,838万7,000円となり、数年の比較では多額となっている。�
　個人町民税や町税の50％強を占める固定資産税においても、収入率は低下、毎年減少して
いる。対策として口座振替、納付勧奨を徹底して推進、特に高額滞納者に対しては処分の強化、
優先処理等の一層の具体的な取り組みが急務。�

認
定�

認
定�

　町の財政状況は、経済状況からしても今後、税収増は見込めない。しかしマリンタウン、下
水道、町道、又福祉問題、町民サービスの向上、ゴミ問題と諸課題を抱えており、厳しい財政
状況が続くと分析される。又繰越額についても、年度内予算執行を強く要望する。さらに自由
討議の中で、河川・公害・ダイオキシン対策等の地球環境問題・地域ＩＴ戦略への対応など情
報の高度化・多様化する広域的課題に対して今の体制で十分対応できるか、又町では個々の職

員が多数の事務を兼務しており、分権時代の専門職や公務能力、技術能力など、専門職員を確保す
ることが難しく、どうしても行政サービス維持向上のための合併による行政基盤の強化も必要との意見も
出されました。まずは財政、行政執行の健全化に向け、経費節減や歳入の確保などの取り組み強化を強く
要望し、12年度一般会計決算を認定しました。�

　保育園の公立と私立（認可）との運営費の比較、特に支弁額関係の中で、公立２園（164人）で2億500万円、認
可の４園（358人）で３億4,900万円となり、60人定員の比較現状で公立と認可では年額2,160万円の差がある。�
　おりしも保育園の民営化（認可）をめざし那覇市、具志川市などが検討しており、民間委託では、「サービス
の質を落とすことなく人件費などのコストの低減が見込める。」との意見もあり、検討に値する。�

　監査委員に対しては、これまでの定例監査及び出納検査で指摘したいろいろな事項をもう一度確かめ、集約さ
れた意見書として議会に提出しているが、まず第一に予算が的確に執行されているかどうか、予算に定められた
目的に従って事務や事業が最も効果的、経済的にしかも合法的に執行されているかどうか、さらに、収入支出の
適法性ほか財政の運営が健全に執行され、最少の経費で最大の効果を発揮しているか、功罪を率直に公正に指摘
する行政監査に着眼した監査の必要性が望まれることを要望した。そのためにも、監査事務局の早期確立を要望した。�

行政監査の実施をZ行政監査の実施をZ

自
主
財
源�

の
確
保

�
工期10ヶ月遅れZ擁壁工事の追加により� 十

分
な
検
証
を
Z

坂田保育所・児童館建設�

歳 入�
8,033,726千円�
（100％）�

町税�
2,427,337千円�
（30.2％）�

地方譲与税�
107,479千円�
（1.3％）�

利子割交付金�
36,448千円�
（0.5％）�

地方消費税交付金�
   222,732千円（2.8％）�

ゴルフ場利用税交付金�
   48,400千円（0.6％）�

自動車取得税交付金�
   22,796千円（0.3％）�地方特例交付金�

   82,053千円（1.0％）�

地方交付税�
2,439,163千円�
（30.4％）�

分担金及び負担金�
  103,151千円（1.3％）�

使用料及び手数料�
  47,814千円（0.6％）�

国庫支出金�
1,052,861千円�
（13.1％）�

県支出金�
542,596千円�
（6.8％）�

財産収入�
  8,163千円（0.1％）�
寄附金�
　2,440千円（0.0％）�

繰入金�
57,897千円�
（0.7％）�

繰越金�
280,050千円�
（3.5％）�

諸収入�
196,246千円�
（2.4％）�

町債�
352,830千円�
（4.4％）�

歳 出�
7,828,149千円�
（100％）�

議会費�
133,981千円�
（1.7％）�

総務費�
1,055,848千円�
（13.5％）�

民生費�
1,758,298千円�
（22.5％）�

衛生費�
484,550千円�
（6.2％）�

労働費�
19,591千円�
（0.3％）�

農林水産業費�
321,619千円�
（4.1％）�

商工費�
14,165千円�
（0.2％）�

土木費�
1,281,865千円�
（16.4％）�

消防費�
396,775千円�
（5.1％）�

教育費�
1,450,310千円�
（18.5％）�

災害復旧費�
24,002千円�
（0.3％）�

公債費�
887,145千円�
（11.3％）�
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土地区画整理事業�土地区画整理事業�公共下水道事業�公共下水道事業�

　不況で保留地処分が進まず、逆に買い
戻し返還金が増えている。処分価格の見
直しも考慮して未処分保留地の処分の取
り組みを強化すべきである。�
事業終盤を迎えて、補償交渉が難航し、
それに伴い事業費も増大している。地権
者との合意形成に努め事業計画を促進し
早期に事業を終了させるべきである。�

　平成15年度までの許可面積（298.54ha）
に対し、今年度の実施面積は56.47ha（進
捗率19.7％）事業費55億4,800万円に対し
執行額は16億2,500万円（進捗率29.2％）
で計画予定が大幅に遅れている。財政と
の整合性を図りながら計画が予定通り実
施できるよう、最善の努力をつくすべき
である。�

老 人 保 健�老 人 保 健�国 民 健 康 保 険 �国 民 健 康 保 険 �

　医療給付費で前年度より３億2,251万８
千円の減はあるが、介護保険のスタート
等に依るものと思われる。高齢化が進ん
でいる昨今、被保険者の減は予測されな
いことからも、医療費の抑制につながる
保健事業や保健婦等の有効活用を要望し
た。�

　12年度より介護保険の開始年に当た
り、介護給付金が従来の医療給付費分に
上乗せされて徴収になった。収入未済額
に現年度徴収分が約７％相当あり、将来
の不納欠損へ移行させない為に、職員に
依る徴収体制の強化と徴収嘱託員の努力
を強く求めた。�

歳 入：7億2,361万4千円�
歳 出：7億1,682万2千円�

歳 入：9,455万円�
歳 出：9,205万1千円�

歳 入：24億1,282万3千円�
歳 出：23億5,659万4千円�

歳 入：15億3,712万3千円�
歳 出：15億1,243万2千円�

保留地処分金  �
15,553（16.4％）�

繰入金  �
59,562（63％）�

 繰越金  �
14,523（15.4％）�

その他4,912（5.2％）�歳入 単位：千円�

土地区画整理事業費�
92,050（100％）�

歳出 単位：千円�

国庫支出金  �
1,250,390（51.8％）�

健康保険税  �
627,056（26.0％）�

その他38,250（1.6％）�

共同事業交付金�
28,550（1.2％）�

繰入金324,395（13.4％）�

療養給付費交付金�
144,182（6％）�

歳入 単位：千円�

保険給付費  �
1,406,999（59.7％）�

老人保健拠出金  �
681,966（28.9％）�

その他72,699（3.1％）�

介護納付金100,798（4.3％）�

総務費  94,132（4％）�

歳出 単位：千円�
医療諸費  �

1,483,250（98.1％）�

諸支出金1,365（0.1％）�

繰上充用金27,817（1.8％）�

歳出 単位：千円�

支払基金交付金  �
1,051,195（68.4％）�

国庫支出金298,184（19.4％）�

繰入金78.020（5.1％）�

県支出金77,470（5％）�

諸収入32,254（2.1％）�
歳入 単位：千円�

町債  �
394,800（54.6％）�

国庫支出金  �
252,000（34.8％）�

その他12,438（1.7％）�

繰入金64,375（8.9％）�歳入 単位：千円�

公共下水道費  �
700,942（97.8％）�

歳出 単位：千円� 公債費15,879（2.2％）�

工事請負費�
57,846（60.01％）�

企業債償還金�
32,188（33.39％）�

委託料�
3,360（3.49％）�

その他�
2,993（3.11％）�

消火栓設置負担金�
1,500（6.98％）�

歳 入：８億8,500万6千円�
歳 出：８億6,582万5千円�

介 護 保 険 �介 護 保 険 �

水 道 事 業 �水 道 事 業 �

支払基金交付金�
274,306（31.0％）�

繰入金�
262,587（29.7％）�

保険料�
28,841（3.3％）�

国庫支出金�
219,474（24.8％）�

県支出金�
99,346（11.2％）�

その他452（0.1％）�歳入 単位：千円�

保険給付費�
792,082（91.5％）�

総務費�
68,061（7.9％）�

財政安定化基金拠出金�
3,681（0.4％）�

基金積立金 2,000（0.2％）�歳出 単位：千円�

その他営業収益�
6,677（0.75％）�

受託工事収益�
3,003（0.34％）�

受取利息�
1,182（0.13％）�

その他�
   322（0.04％）�
�

給水収益�
877,427（98.74％）�

収益的収入 単位：千円�

受託工事費�
  3,003（0.35％）�

消費税及び地方消費税�
12,581（1.45％）�

その他�
446（0.05％）�

受水費�
481,687（55.70％）�

総係費�
122,521（14.17％）� 減価償却費�

130,789（15.12%）�
支払利息�
52,231（6.04％）�

配水及び給水費�
61,598（7.12％）�

収益的支出 単位：千円�

国庫補助金�
20,000（93.02％）�

資本的収入 単位：千円�

資本的支出 単位：千円�

　12年度から始まった介護保険。１号被保険者の保険料は本
来の1／4額にもかかわらず、普通徴収分で収入未済額が生じ
ている。早目の徴収対策が望まれる。介護保険制度を正しく
理解し、制度を生かす為の充分なる説明と意識の啓発を図る
ことを望む。�

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額（74,887千円）を損
益勘定留保資金（71,887千円）、消費税資本的収支調整額（3,000
千円）で補てんした。�

　消費税の消費者への転嫁を行な
っていないため消費税相当額は水
道事業会計の負担になっている。�
　本年度の消費税の負担額は次の
とおりである。�
　消費税額５％の単純推計額は�
�
�
　　　　　　�
�
　やはり、消費税負担は大きく今
後の課題として検討が必要である。�

消費税の負担�
�

収益的収入8億8,610万円�
　　　支出8億4,685万7千円�

資本的収入2,150万円�
　　　支出9,638万7千円�

本年度の給水収益（税抜）�
８３５，６４４千円×税率５％�
＝消費税額４１，７８２千円�

　水道事業の運営にあたっては、常に
公営企業の認識を基本に効率的に行な
われていることは会計決算書の内容、
予算の執行状況から十分伺える。�
　事業の経営内容についてみると給水
人口の伸び率は鈍化傾向が続き、本年
度の伸び率が100.54％で、ほぼ前年度
並みであるといえる。�
　このような傾向の中で家庭用の使用
水量は前年度の99.41％に減少している。�

総括審議�
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メジロ及びホオジロ飼育許可手数料
－１件につき3,400円（平成13年10月１日より）
提案理由
愛がん飼養を目的としたメジロ及びホオジロの捕獲
許可及び飼養許可に関する事務が県から権限委譲さ
れ、その事務に係わる手数料を徴収する必要がある
ため。

2001（平成13年）12月１日発行西 原 町 議 会 だ よ り（7）第 10 号

下下水道請負契約締結について　下水道請負契約締結について　下水道請負契約締結について　

◆我謝処理分区枝線工事（その５）
契約金額：7,875万円
契約相手：（有）東洋建設

◆我謝処理分区枝線工事（その６）
契約金額：6,562万５千円
契約相手：（有）明生建設

◆美咲処理分区枝線工事
契約金額：5,985万円
契約相手：（株）永吉土建

条例の　
原案可決　
条例の　
原案可決　
条例の　
原案可決　

西西原町下水道条例の制定について　西原町下水道条例の制定について　西原町下水道条例の制定について　
原
案
可
決　

Z

４
月
１
日　

供
用
開
始　

Y

建築産業常任委員会報告より
審査のポイント
①使用料設定　②家庭から公共下水道までの接続工事
費の問題　③工場・事業所からの有害物質汚水処理問題
等で真剣な論議が行われました。なお、平成14年度供用
可能下水処理面積は33.5ヘクタール、下水処理可能人口
は2,300人となっています。平成14年４月１日付で供用
開始の予定地域は西原ハイツ（720人）のみであります。

①排水設備の設置費（家庭内工事料）の算定については、
公平・適正な工事価格に設定。
②工場や事業所からの有害物排出処理問題への取り組み。

③27条関係（使用料算定方法）では、雨水使用の場合も
使用状況に応じて、使用料が加算されることになって
いるが、これ
は町が奨励し
ている雨水利
用促進策に適
合しないので、
今後の検討課
題である。

提案理由　　本町の公共下水道は、沖縄県が整備する中城湾南部流域下水道の西原浄化センターの供用開始（平
成14年４月１日予定）に合わせて供用開始する予定です。下水道の供用開始後の管理・運営及び準備すべき排
水設備指定工事店の登録を供用開始前に済ませておくために、本条例を制定Y

２
号
補
正
予
算

152

25 5,001 1

医療給付費交付金は、退職医療
給付費に係わるもので、前年度精算に伴
う152万円の追加交付分。

歳 入

諸支出金、還付金及び還付加算
金において、年度途中の国保資格喪失者
等への保険税の還付金で、86万8千円を
追加。

歳 出

220 1

1 4,525 3

諸収入において220万1千円の追加でこれは保留地
処分契約の解除に伴う違約金である。

歳 入

管理費において2,201万2千円の追加、これは保留
地契約の解除に伴う返還金である。事業費で工事請負費を
1,981万1千円減額、これは返還金の不足充当財源としての
予算の組替である。

歳 出

西原浄化センター

下水道工事

意見

西 原 町 議 会 だ よ り 第 10 号 （6）2001（平成13年）12月１日発行

歳 入　 地方交付税　　4,319万7,000円の　
～  基準財政需要額の減額  ～　

減
額　

確
定　

歳 出 　主な要因　

平成13年度　
一般会計補正予算の審議　

（２号補正）　

9月3日　臨臨時議会 招集される！　臨時議会 招集される！　臨時議会 招集される！　

5,520万1,000円の減額で 総額80億4,114万8,000円となる

～ 民生費 ～ 2,872万3, 000円の 増Z ～
™坂田保育所等周辺整備工事等………… 2,220万円
™坂田保育所２階へのスロープ事業等… 378万円

議員着目・意見Z

坂田保育所関係費や西原小学校建設費等、当初予
算編成において計画は詳細できなかったのか。福
祉・教育関係現場との協議が不十分で当初予算計
画のあまさも見られる。
特に西原小学校建設においては当初予算は5億

1,517万円となっており建物も３階の計画が２階建
てとなってしまった。
結果として節約はできたものの計画の不十分さ

や業務に対しての自覚を指摘した。

～ 土木費 ～ 2,061万7, 000円の 増Z ～
™道路新設改良費等………………… 788万2,000円
™土地区画整理事業費………………477万5,000円

～ 教育費 ～ 1億1,571万円の減額 ～
西原小学校の建設費関係において
™設計委託料で…………………… 697万5,000円
™仮説校舎貸借料で……………… 446万5,000円
™工事請負費・入札残で…… 1億511万5,000円

西原小学校建築工事請負契約　原案可決
西原町立西原小学校普通教室棟

危険建物新増改築工事

◎契約金額：3億3,600万円
◎契約方法：指名競争入札

（有）東洋建設・美善（株）・青海建設（株）
－建設工事共同企業体

契約の
相　手

建設中の坂田保育所・児童館

政府は地方交付税の抑制方針を打ち出しており、これまで交付税の財源不足
分については、国が交付税特別会計で一括して借り入れを行っておりましたが
今年度から各自治体が独自に臨時財政対策債を発行する方法に改めたことによ
る減で、その確定に伴うものであります。
後年度返済において交付税の優遇はあるものの借金を地方におろしたかっこ

うである。

™減税補填債……170万円
™臨時財政対策債……4,400万円
™道路改築事業債……300万円
™道路台帳・公園台帳整備事業債は今年度該当なしで 1,300万円 の減額

不足分を　町債で　3,570万円　の追加となる。

※町債対応により地域づくり推進事業基金からの繰入金5,600万円をもどす



さ
れ
、
自
主
財
源
や
特
定
財
源

の
一
般
財
源
化
の
問
題
等
の
善

処
策
を
国
会
に
要
請
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
頼
み
の
綱
は
税

収
と
自
主
財
源
の
確
保
で
あ

り
、
課
税
客
体
を
把
握
し
て
徴

収
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
尽

き
る
と
考
え
て
い
る
。

平
成
十
二
年
度
の
決
算
に

お
け
る
法
人
町
民
税
は
、

二
億
二
、
一
二
五
万
円
で
町
民

税
全
体
の
四
分
の
一
（
二
二
、

八
％
）
弱
を
占
め
て
い
る
が
、

法
人
税
収
を
短
期
、
中
長
期
的

に
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、
町

内
企
業
の
景
気
動
向
を
調
査
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

税
務
課
長
　
景
気
に
つ
い
て

は
、マ
ス
コ
ミ
等
、政
府
の
景
気

動
向
に
よ
り
把
握
し
て
い
る
。

大
口
事
業
者
は
、
非
公
式
に

は
可
能
か
と
考
え
て
い
る
。

平
成
十
二
年
度
に
お
け
る

一
般
会
計
の
収
入
未
済
額

（
滞
納
額
）
は
、
地
方
税
三
億

二
、
○
九
六
万
円
、
学
校
給
食

費
四
、
五
○
二
万
円
、
保
育
園

保
育
料
三
、
二
七
万
円
、
幼
稚

園
保
育
料
三
、
七
二
万
円
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。
特
別
会
計
の

国
民
健
康
保
険
税
一
億
六
、
八

九
三
万
円
、
介
護
保
険
料
九
四

万
円
の
滞
納
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
、
徴
収
対
策
を
ど
の

様
に
強
化
し
て
い
く
か
伺
う
。

異
常
な
程
の
高
い
支
持

率
の
下
、
小
泉
内
閣
が

で
き
「
聖
域
な
き
構
造
改
革
」

と
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
し
、
国

民
に
も
痛
み
を
伴
う
改
革
で
あ

る
と
言
わ
れ
、
平
成
十
三
年
度

か
ら
地
方
交
付
税
も
影
響
を
受

け
、
本
町
も
減
額
さ
れ
た
。

今
後
、
地
方
交
付
税
が
減
額

さ
れ
て
い
く
中
で
町
は
ど
の
様

に
対
応
す
べ
き
な
の
か
伺
う
。

町
長
　
構
造
改
革
と
言
葉
は
か

な
り
耳
慣
れ
て
い
る
が
、
削
減

方
針
が
全
面
に
出
て
き
て
地
方

へ
の
税
源
の
委
譲
等
は
、
不
透

明
で
大
変
心
配
し
て
い
る
。
時

に
七
月
五
日
に
全
国
町
村
会
臨

時
大
会
が
三
○
年
ぶ
り
に
開
催

町
長
　
税
等
の
徴
収
方
法
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
や

り
方
で
は
な
く
て
、
改
善
す
べ

き
こ
と
や
工
夫
す
べ
き
こ
と
、

内
部
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と

も
あ
り
、
一
二
月
ま
で
に
は
一

定
の
メ
ド
付
け
を
し
た
い
。

小
波
津
川
に
つ
い
て

小
波
津
川
の
二
級
河
川
格

上
げ
の
進
捗
状
況
と
二
級

河
川
格
上
げ
を
早
急
に
実
現
さ

せ
る
た
め
、
町
民
総
決
起
大
会

を
開
催
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

町
長
　
今
年
の
十
二
月
ま
で
に

は
県
と
合
意
し
て
議
会
の
決
議

も
得
よ
う
と
い
う
段
階
で
あ

り
、
町
民
総
決
起
大
会
の
必
要

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

西
原
ま
つ
り
に
つ
い
て

十
一
月
三
日
、四
日
に
開
催

さ
れ
る
第
十
三
回
西
原
ま

つ
り
は
、従
来
予
定
会
場
で
あ
る

町
運
動
公
園
内
の
主
会
場
の
競

技
場
と
、
テ
ナ
ン
ト
会
場
の
駐

車
場
と
一
体
感
が
な
い
と
の
不

評
の
声
が
あ
る
が
、会
場
の
設
営

を
再
検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

総
務
課
長
　
会
場
全
体
の
一
体

感
を
得
ら
れ
る
方
法
を
関
係
課

並
び
に
商
工
会
青
年
部
等
を
含

め
て
再
度
検
討
し
た
い
。

問

問問

問問
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二
十
一
世
紀
を
迎
え
て

少
子
高
齢
化
の
進
展
、

あ
る
い
は
多
様
化
す
る
住
民
ニ

ー
ズ
、
地
方
分
権
の
推
進
、
危

機
的
な
財
政
状
況
等
へ
の
対
応

か
ら
市
町
村
合
併
の
推
進
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
町
長
に
指
導
力

を
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
大
多

数
が
ど
う
い
う
方
向
で
望
ん
で

い
る
の
か
を
ま
と
め
あ
げ
て
い

く
為
の
指
導
力
と
言
う
事
で
あ

り
ま
す
。

町
長
　
市
町
村
合
併
の
問
題
、

目
下
、
行
政
の
大
き
な
課
題
と

し
て
の
し
か
か
っ
て
お
り
ま
し

て
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
対
応

の
仕
方
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
と

言
う
事
で
内
部
で
も
課
長
段
階

で
話
を
進
め
つ
つ
あ
り
ま
す

し
、
さ
ら
に
隣
接
市
町
村
と
の

事
務
連
絡
会
等
を
通
し
て
、
今

後
あ
る
べ
き
姿
は
ど
う
な
の
か

と
い
う
事
で
今
検
討
を
進
め
て

お
り
ま
す
。合
併
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
、
こ
れ
を
き
ち
っ

と
整
理
す
る
事
が
大
事
だ
ろ
う

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
先
程
指

導
力
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

む
し
ろ
説
明
義
務
を
果
た
す
べ

き
だ
と
言
う
ふ
う
に
認
識
を
致

し
て
お
り
ま
す
。

台
風
十
六
号
の
被
害
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

農
作
物
も
大
き
な
被
害
を
受

け
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

住
居
が
非
常
に
危
機
的
な
状
況

に
あ
る
家
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
私
が
調
査
し
た
範
囲
で
は

西
原
台
団
地
の
小
橋
川
二
八
八

番
地
の
二
十
一
・
細
川
篤
さ
ん

宅
は
屋
敷
の
土
砂
が
崩
れ
て
、

危
険
な
状
態
に
あ
っ
て
、
そ
こ

に
住
む
事
も
出
来
な
く
て
、
非

常
に
厳
し
い
事
態
に
な
っ
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
事

に
つ
い
て
町
は
ど
う
い
う
対
応

を
し
て
い
る
か
お
聞
き
し
ま

す
。

総
務
課
長
　
ご
指
摘
の
様
に
西

原
台
団
地
の
細
川
篤
さ
ん
宅
の

柱
の
地
盤
が
崩
れ
ま
し
て
、
柱

の
基
礎
が
む
き
出
し
に
な
っ
た

と
い
う
事
、
そ
れ
に
駐
車
場
の

部
分
が
崩
落
し
ま
し
て
、
約
二

十
メ
ー
ト
ル
下
の
方
に
落
下
し

た
。
こ
う
い
う
様
な
被
害
が
発

生
し
て
い
る
訳
で
す
。
そ
こ
で

九
月
八
日
、
九
時
半
頃
、
東
部

消
防
か
ら
連
絡
が
入
り
ま
し
て

早
速
関
係
機
関
、
東
部
消
防
、

浦
添
警
察
署
、
そ
れ
に
本
町
総

務
課
職
員
、
土
木
課
職
員
が
現

場
に
急
行
し
ま
し
て
、
そ
の
緊

急
の
対
策
を
取
り
ま
し
た
。

特
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
や
砂
嚢

等
を
使
い
ま
し
て
、
が
け
崩
れ

が
こ
れ
以
上
進
行
し
な
い
よ
う

に
一
応
防
止
策
を
講
じ
て
お
り

ま
す
。
同
時
に
こ
の
雨
が
続
く

と
極
め
て
危
険
と
い
う
ふ
う
な

状
況
を
判
断
し
ま
し
て
、
細
川

さ
ん
に
避
難
の
勧
告
を
し
ま
し

た
。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は

今
地
滑
り
地
域
、
危
険
地
域
の

指
定
に
向
け
て
関
係
機
関
と
の

連
携
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

問

前里光信　議員

a

s 16

問

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

▲
町
役
場
の
庁
舎
建
設
と
民
活
（
Ｐ

Ｆ
Ｉ
）
に
つ
い
て

▲
町
内
業
者
の
指
名
状
況

▲
サ
ン
エ
ー
の
西
原
町
進
出

▲
お
墓
の
建
設
と
町
の
指
導
力

▲
認
可
外
保
育
所
の
助
成

▲
女
性
起
業
家
の
育
成
、
助
成

▲
水
浸
し
農
道
の
改
善

▲
中
学
生
の
進
路
指
導

▲
高
校
生
の
中
途
退
学

県
道
三
八
号
線
浦
添
〜
西

原
線
は
平
成
十
四
年
度
決

定
に
向
け
地
域
説
明
会
が
実
施

さ
れ
て
い
る
が
そ
の
進
捗
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

都
市
計
画
課
長
　
事
業
主
体
で

あ
る
中
部
土
木
事
業
所
か
ら
の

呼
び
か
け
で
県
道
浦
添
〜
西
原

線
に
近
接
し
た
自
治
会
の
意
見

を
聞
き
、
要
望
を
勘
案
し
な
が

ら
原
案
作
り
、
関
係
地
権
者
を

把
握
し
た
後
、
再
度
説
明
会
を

行
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
附
近
の
県

道
一
五
五
号
線
と
浦
添
〜

西
原
線
と
の
連
結
さ
れ
る
図
面
、

計
画
が
な
く
、
小
波
津
集
落
へ

の
車
の
進
入
が
多
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
翁
長
、
池

田
、
幸
地
か
ら
の
利
便
を
考
え

る
と
、
側
道
の
連
結
は
必
要
と

思
う
が
見
解
を
求
め
ま
す
。

都
市
計
画
課
長
　
県
道
一
五
五

号
線
の
上
方
、
約
二
○
メ
ー
ト

ル
を
浦
添
〜
西
原
が
通
過
す
る

こ
と
に
な
る
。
両
路
線
の
連
結

に
つ
い
て
は
、
利
便
性
、
実
用

性
は
感
ず
る
が
、
投
資
効
果
等
、

国
の
認
可
基
準
の
問
題
等
が
あ

り
最
終
的
に
は
県
の
判
断
に
よ

り
ま
す
。

中
部
製
糖
跡
地
（
サ
ン
エ

ー
）
附
近
国
道
三
二
九
号

か
ら
金
秀
後
方
、
小
波
津
、
津

花
波
線
ま
で
の
区
間
は
早
期
整

備
が
不
可
欠
で
あ
る
が
県
に
要

請
す
る
考
え
は
な
い
か
お
聞
き

し
ま
す
。

町
長
　
県
道
三
八
号
線
、
あ
る

い
は
中
部
製
糖
跡
地
利
用
の
関

連
で
の
三
八
号
線
の
バ
イ
パ
ス
、

さ
ら
に
現
道
整
備
の
問
題
が
あ

り
ま
す
が
、
ご
指
摘
の
よ
う
に

サ
ン
エ
ー
、マ
リ
ン
タ
ウ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
関
連
も
一
体
的
に

整
備
が
必
要
だ
と
認
識
し
て
お

り
、
県
と
も
に
充
分
調
整
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

バ
イ
パ
ス
決
定
に
伴

う
、
土
地
区
画
整
理
事

業
の
導
入
を
Z

幹
線
道
路
は
西
原
の
ま
ち

づ
く
り
に
、
基
本
、
根
幹

を
な
す
重
要
な
道
路
で
あ
り
、

当
然
、
農
振
地
域
で
あ
る
小
波

津
、
呉
屋
、
津
花
波
周
辺
は
農

地
を
除
外
し
、
早
期
の
土
地
区

画
整
理
事
業
の
導
入
が
必
要
で

あ
る
が
当
局
の
考
え
を
お
聞
き

し
ま
す
。

区
画
整
理
課
長
　
基
本
構
想
の

策
定
業
務
を
や
っ
て
お
り
、
現

在
の
中
央
公
民
館
周
辺
の
公
共

公
益
施
設
ゾ
ー
ン
を
中
心
に
今

指
摘
が
あ
り
ま
す
。
小
波
津
、

呉
屋
、津
花
波
等
を
含
め
、
約
二

三
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
調
査
業
務

を
地
権
者
と
の
合
意
形
成
、
都

市
計
画
の
那
覇
広
域
の
線
引
き

見
直
決
定
を
平
成
十
七
年
、
実

施
計
画
は
平
成
十
八
〜
二
○
年

度
以
降
実
施
予
定
で
あ
り
ま
す
。

問

問 問

問

大城好弘 議員

21
Z

38
Z
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現
在
の
船
た
ま
り
場
は

広
く
て
大
き
く
な
っ
て

結
構
で
あ
り
ま
す
が
設
備
面
で

議
会
の
あ
る
た
び
に
、
取
上
げ

て
き
ま
し
た
が
解
決
策
が
な
く

と
う
と
う
今
回
の
台
風
で
被
害

を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
町
長
に
伺
い
ま
す
。

船
た
ま
り
場
は
役
目
を
な
し

て
い
る
か
。
設
備
面
は
ど
う
で

す
か
。
管
理
者
は
ど
こ
か
。
水

産
業
の
指
導
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。
被
害
を
出
さ
な
い
為

管
理
者
と
話
し
合
い
た
い
が
ど

う
で
す
か
。
今
後
た
ま
り
場
は

ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

町
長
　
漁
業
関
係
の
問
題
に
つ

い
て
は
、原
因
に
つ
い
て
も
わ

か
り
ま
し
た
。場
合
に
よ
っ
て

は
県
と
町
と
組
合
が
一
緒
に
な

っ
て
町
を
通
し
て
や
っ
た
方
が

い
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

産
業
課
長

設
備
に
つ
い
て
は

十
分
と
申
し
ま
せ
ん
が
年
次
的

改
善
し
た
い
。
指
導
に
関
し
て

は
水
産
業
普
及
セ
ン
タ
ー
が
技

術
指
導
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま

す
。
台
風
十
六
号
の
被
害
に
つ

い
て
も
確
認
し
て
お
り
、
今
後

管
理
者
に
対
し
て
強
く
要
請
し

て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

新
聞
紙
上
で
最
近
さ
わ
が

れ
て
い
る
自
衛
官
及
び
公

務
員
医
師
に
よ
る
児
童
買
春
、

県
外
で
は
女
子
中
学
生
の
死
亡

事
件
及
び
児
童
虐
待
事
件
が
多

く
、
子
供
達
に
あ
た
え
る
影
響

は
大
と
思
い
ま
す
が
西
原
町
は

ど
う
で
す
か
。

教
育
長
　
児
童
生
徒
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
く
、学
校
、
地

域
が
子
供
達
を
育
成
し
て
い
か

な
け
れ
ば
深
刻
な
問
題
が
発
生

す
る
の
で
皆
さ
ん
の
青
少
年
育

成
に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

学
校
教
育
課
主
幹

事
件
後
に

携
帯
電
話
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
等
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
、両
中
学
で
一

七
二
名
、出
会
い
系
サ
イ
ト
に

電
話
し
て
た
生
徒
が
五
三
名
お

り
ま
す
の
で
関
係
機
関
と
連
携

し
ま
し
て
改
善
し
て
い
き
ま

す
。

台
風
十
六
号
の
影
響
で
の

被
害
額
は
ど
の
位
か
？

総
務
課
長
　
ま
ず
住
宅
被
害
で

一
件
が
一
部
破
壊
と
町
民
体
育

館
の
屋
根
の
損
壊
、
中
学
校
の

水
漏
れ
、
ガ
ケ
崩
れ
西
原
第
二

団
地
、
し
ら
ゆ
り
保
育
園
、
水

産
被
害
で
一
五
○
万
、
農
産
物

で
一
、
○
七
一
万
六
○
○
○
円

に
な
っ
て
い
ま
す
。

坂
田
児
童
館
の
進
捗
状

況
、
開
館
の
メ
ド
は
い
つ

で
す
か
。
利
用
で
き
る
状
態
で

翁
長
・
上
原
線
は
一
方
通
行
で

す
か
。
今
坂
田
児
童
館
は
棚
原

か
ら
見
れ
ば
一
方
通
行
に
な
っ

て
い
る
訳
で
す
。
翁
長
、
上
原

線
は
両
面
通
行
で
す
が
翁
長
、

棚
原
線
は
一
方
通
行
で
児
童
館

に
行
き
ま
す
と
棚
原
に
戻
る
生

徒
は
遠
回
り
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
翁
長
、
棚
原
線
に
直
結
で

き
る
道
は
で
き
な
い
か
と
言
う

事
で
す
。

土
木
課
長
　
土
木
課
と
し
て
は

コ
ミ
ニ
テ
ィ
道
路
の
完
成
に
取

組
ん
で
い
ま
す
裏
側
の
周
辺
土

地
状
況
で
す
が
、
今
後
道
路
整

備
、
そ
の
他
の
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
等
の
整
備
等
を
勘
案
し

な
が
ら
今
後
の
検
討
課
題
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

問

問
宮城秀功　議員

問問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録
（
録
音
テ
ー

プ
）
に
基
づ
い
て
各
議
員
が
原
稿
を
ま
と
め
、
編

集
委
員
会
が
最
終
確
認
を
し
た
も
の
で
す
。　
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難
聴
者
が
自
立
で
き
る
社

会
づ
く
り
に
つ
い
て
は
町

内
中
央
公
民
館
、
福
祉
セ
ン
タ

ー
等
に
磁
器
ル
ー
プ
を
取
り
つ

け
て
楽
し
く
活
動
で
き
る
よ
う

な
措
置
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

福
祉
課
長
　
教
育
委
員
会
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
調
整
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ゴ
ミ
袋
の
有
料
化
に
伴
い

一
人
暮
ら
し
老
人
、
生
活

保
護
世
帯
へ
の
免
除
す
る
考
え

は
な
い
か
。

健
康
衛
生
課
長
　
生
活
保
護
者

に
対
す
る
免
除
な
ん
で
す
け
れ

ど
、
こ
れ
は
今
九
十
六
世
帯
あ

り
ま
し
て
、
こ
れ
は
免
除
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
実
施
方
法

に
つ
い
て
は
福
祉
課
と
連
携
し

て
実
施
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま

す
。字

津
花
波
、
金
秀
急
坂
の

滑
り
止
め
設
置
に
つ
い
て

は
い
つ
頃
の
予
定
に
な
る
の
か
。

土
木
課
長
　
滑
り
止
め
工
事
で

ご
ざ
い
ま
す
が
六
月
定
例
議
会

で
七
、
八
月
頃
着
工
す
る
予
定

で
進
め
て
ご
ざ
い
ま
し
た
。
け

れ
ど
も
諸
々
の
事
情
が
あ
っ
て

現
在
遅
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今

着
工
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て

お
り
ま
す
の
で
早
急
に
す
ぐ
着

工
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

字
兼
久
二
○
三
番
地
の
二

与
那
覇
さ
ん
宅
前
の
排
水

路
の
整
備
に
つ
い
て
は
い
つ
頃

に
な
る
の
か
。

土
木
課
長
　
字
美
咲
地
区
の
側

溝
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
富

議
員
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
南

地
区
の
区
画
整
理
事
業
も
今
後

着
工
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
で

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
に
つ

い
て
は
町
の
道
路
網
、
白
河
一

帯
の
道
路
網
計
画
、
そ
し
て
排

水
計
画
等
を
今
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ま

た
そ
う
い
う
小
さ
な
と
こ
ろ
の

や
る
べ
き
と
こ
ろ
は
早
急
に
改

善
し
て
い
き
た
い
と
、
そ
う
い

う
ふ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

字
小
橋
川
二
八
○
の
二
一

の
細
川
篤
さ
ん
宅
、
玉
城

文
徳
さ
ん
宅
の
崖
崩
れ
の
件
で

す
が
、
現
在
、
避
難
を
強
い
ら

れ
て
、
い
つ
二
次
災
害
が
く
る

か
の
状
態
で
す
。
産
業
課
と
土

木
課
に
ま
た
が
り
今
後
の
対
応

を
き
ち
ん
と
す
る
意
味
に
お
い

て
も
そ
の
処
置
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
な
さ
れ
る
の
か
。

土
木
課
長
　
去
っ
た
九
月
十
三

日
に
県
へ
問
い
合
わ
せ
て
み
る

と
、
採
択
基
準
を
ク
リ
ア
す
る

よ
う
に
す
れ
ば
、
平
成
十
四
年

度
で
採
択
し
そ
れ
か
ら
予
定
と

し
て
は
平
成
十
五
年
か
ら
事
業

を
開
始
す
る
よ
う
町
と
し
て
も

早
急
に
さ
ら
に
努
力
し
て
い
き

た
い
。

問問

問問

問

富　春治 議員

Y

県
道
浦
添
、西
原
線
の
ル

ー
ト
も
決
ま
り
、基
本
設
計

に
向
け
て
各
地
で
説
明
会
も
持

た
れ
て
お
り
ま
す
。
中
部
土
木

事
務
所
の
説
明
で
は
、
翁
長
児

童
公
園
裏
側
か
ら
東
部
消
防
西

原
支
所
付
近
ま
で
約
八
○
○
メ

ー
ト
ル
は
高
架
橋
で
整
備
計
画

を
し
て
い
る
と
説
明
、
翁
長
区

で
は
そ
の
件
で
役
員
会
を
開
き
、

論
議
を
し
、
結
論
と
し
て
基
本

的
に
は
高
架
橋
で
は
反
対
の
一

致
を
み
て
お
り
ま
す
。
高
架
橋

で
は
そ
の
地
域
の
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
、
生
活
環
境
等
に
支
障

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
町
と
し

て
そ
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
浦
添
〜
西
原
線
の
必
要

性
に
つ
き
ま
し
て
は
、
通
過
交

通
の
役
目
を
担
う
の
が
主
た
る

役
目
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
が
推
進
で
き
な
い
と

な
り
ま
す
と
、
マ
リ
ン
タ
ウ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
問
題
、
両
地

区
の
区
画
整
理
の
問
題
、
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
地
域
は
地
形
的
に
高
架

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
土
地
利
用
、
用
途
地
域

の
変
更
に
つ
い
て
は
い
き
な
り

路
線
が
決
定
し
た
か
ら
と
い
う

こ
と
で
、
市
街
化
区
域
に
編
入
、

あ
る
い
は
そ
の
他
の
手
続
き
が

取
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
個
別

の
ほ
う
の
規
制
も
基
準
も
あ
り

ま
す
し
、
そ
れ
と
合
わ
せ
て
そ

の
時
点
で
人
口
の
増
加
、
さ
ら

に
そ
の
一
帯
の
地
域
開
発
の
動

向
等
を
み
な
が
ら
対
応
す
る
以

外
に
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

農
畜
産
物
の
輸
入
自
由
化

や
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

等
で
農
業
を
営
む
従
事
者
が
減

少
し
、
遊
休
地
も
増
え
て
い
る
。

町
を
取
り
巻
く
農
業
環
境
は
厳

し
い
も
の
が
あ
る
。
農
業
環
境

を
立
て
直
す
た
め
、
町
独
自
の

作
目
を
選
定
し
、
産
地
化
形
成

に
向
け
て
の
農
業
従
事
者
を
育

成
す
る
た
め
、
農
業
技
術
者
の

研
修
等
、
政
策
的
に
支
援
す
べ

き
と
思
う
が
。

産
業
課
長
　
町
は
農
家
の
労
働

生
産
性
及
び
土
地
生
産
性
を
高

め
、
農
業
経
営
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、
安
室
地
区
、
幸
地
地

区
の
土
地
基
盤
整
備
事
業
を
計

画
を
し
て
い
る
。
農
業
育
成
の

た
め
に
、
農
業
者
組
織
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
、
野
菜
、
菊
、
畜
産
へ

補
助
金
を
交
付
し
て
支
援
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
農
家
の
要
望

を
聞
き
、
Ｊ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
、

中
部
農
業
改
良
復
旧
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
、
農
家
の
支
援
を
早

急
に
検
討
し
た
い
。

台
風
災
害
に
お
け
る
支
援
策
は

翁
長
七
○
三
番
地
泉
川
様

宅
の
裏
そ
の
箇
所
は
危
険

な
状
況
で
台
風
の
た
び
に
、
土

砂
が
崩
れ
困
っ
て
い
る
支
援
策

は
。
西
原
町
の
地
形
の
状
況
を

考
え
た
と
き
、
台
風
災
害
は
避

け
て
は
通
れ
な
い
。
支
援
策
と

し
て
災
害
復
旧
対
策
基
金
条
例

を
設
置
し
て
、
支
援
す
る
考
え

は
な
い
か
。

土
木
課
長
　
砂
防
地
滑
り
、
急

傾
斜
地
域
指
定
を
今
申
請
を
し

て
ま
す
。

町
長
　
対
策
基
金
の
仮
称
に
つ

い
て
は
災
害
に
は
多
種
多
様
の

災
害
が
あ
る
の
で
、
十
分
検
討

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

問

問

問

城間盛安　議員

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

一
、
雇
用
情
勢
と
推
進
に
つ
い
て

一
、
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て

一
、
農
業
問
題
に
つ
い
て
、
農
業
用

水
の
確
保
に
つ
い
て

一
、
台
風
十
六
号
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
等
に
つ
い
て

一
、
介
護
六
五
才
以
上
無
収
入
者
へ

の
軽
減
措
置
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

保
育
行
政

六
十
九
人
の
保
育
所
待
機

児
解
消
を
ど
の
よ
う
に
す

す
め
る
の
か
。

町
長
　
現
時
点
で
待
機
児
童
が

ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
実
態
を

把
握
し
、
施
設
の
増
設
も
視
野

に
入
れ
て
検
討
し
て
い
く
。

保
育
所
運
営
費
の
国
庫
負

担
率
の
推
移
は
。

福
祉
課
長
　
運
営
費
の
負
担
割

合
は
、
現
在
国
が
十
分
の
五
、

県
・
市
町
村
が
十
分
の
二
・
五

と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
六
○
年

ま
で
は
国
が
十
分
の
八
、
県
・

市
町
村
が
十
分
の
一
ず
つ
負
担

し
て
お
り
ま
し
た
。
昭
和
六
十

一
年
よ
り
現
在
の
負
担
割
合
に

な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、町
の

超
過
負
担
金
が
年
々
増
加
し
て

お
り
ま
す
の
で
、支
弁
額
の
国
庫

負
担
金
の
増
額
を
望
み
た
い
。

一
定
基
準
保
育
所
の
認
可

外
保
育
所
へ
の
国
の
支
援

措
置
を
働
き
か
け
る
べ
き
で

は
。

福
祉
課
長
　
県
内
主
幹
課
長
会

議
で
協
議
し
て
み
た
い
。

学
校
の
台
風
対
策

迷
走
十
六
号
台
風
の
と
き

に
休
校
、
出
校
の
判
断
に

混
乱
が
生
じ
た
と
聞
い
て
い
る

が
今
後
の
対
応
は
。

教
育
長
　
町
の
管
理
規
則
で
は

危
険
が
予
測
さ
れ
る
場
合
は
、

学
校
長
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
教

育
委
員
会
が
主
体
的
に
指
導
す

べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。

す
べ
て
の
子
ど
も
に
丁
寧

に
授
業
を
行
な
い
、
基
礎

的
な
学
力
を
保
障
す
る
三
○
人

学
級
の
実
現
が
急
が
れ
て
い
ま

す
。
当
面
、
小
学
一
年
だ
け
で

も
実
施
す
べ
き
で
す
。
そ
の
場

合
の
費
用
増
は
い
く
ら
か
。

教
育
長
　
本
町
の
一
年
に
導
入

し
た
と
き
四
学
級
増
に
な
り
ま

す
の
で
、
約
一
、
一
一
六
万
円
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に
の
ぼ
り
、
全
額
町
負
担
と
な

り
ま
す
。

図
書
館
活
動

「
広
報
に
し
は
ら
」
に
図

書
館
建
設
だ
よ
り
欄
を
設

け
て
、
建
設
の
取
り
組
み
を
町

民
に
知
ら
す
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
る
が
。

生
涯
学
習
課
長
　
関
係
課
と
調

整
し
て
検
討
し
た
い
。

新
図
書
館
建
設
に
む
け
て

一
冊
献
本
運
動
を
呼
び
か

け
て
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
地
域
資
料
や

行
政
資
料
な
ど
購
入
が
難
し
い

資
料
の
提
供
は
喜
ん
で
引
き
受

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
財
政

地
方
交
付
税
削
減
の
動
き

が
あ
る
が
、
町
財
政
へ
の

影
響
は
。

企
画
財
政
課
長
　
町
収
入
の
三

割
を
占
め
る
交
付
税
が
減
ら
さ

れ
る
影
響
は
大
き
い
。

小
泉
内
閣
に
対
す
る
評
価

は
。

町
長
　
国
で
は
構
造
改
革
、
地

方
に
は
財
源
の
削
減
と
い
う
痛

み
を
お
し
つ
け
よ
う
と
し
て
い

る
小
泉
政
治
は
、
不
透
明
で
評

価
は
で
き
な
い
。

問問

問 問問

問問問問

伊礼一美　議員

仲松　勤 議員

Z
５ Z

Z

役
場
職
員
採
用
に
お
い
て

即
戦
力
と
な
る
人
材
を
採

用
し
地
域
活
性
化
、
民
間
経
営

や
ま
ち
づ
く
り
感
覚
等
の
専
門

知
識
を
活
用
す
る
一
方
、
生
産

性
向
上
へ
の
職
員
の
意
識
改
革

も
図
る
た
め
に
も
現
採
用
年
齢

枠
の
拡
大
を
図
る
べ
き
と
考
え

る
。又
情
報
公
開
の
流
れ
に
対
応

し
、透
明
性
を
高
め
さ
ら
に
信
用

性
を
図
る
べ
く
、試
験
問
題
の
公

開
、試
験
結
果
の
開
示
を
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
だ
ろ
う
。

総
務
課
主
幹
　
地
方
分
権
の
推

進
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
等
に

即
対
応
し
た
政
策
形
能
力
や
、

創
造
的
能
力
を
有
す
る
意
欲
の

あ
る
人
材
を
で
き
る
だ
け
確
保

す
る
事
は
望
ま
し
い
事
で
す
。

採
用
年
齢
枠
の
拡
大
に
つ
い
て

は
多
様
な
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
得
る
新
陳
代
謝
や
年
齢
構
成

バ
ラ
ン
ス
等
の
課
題
も
あ
り
ま

す
。
試
験
問
題
の
公
開
に
つ
い

て
も
含
め
採
用
試
験
委
員
会
の

中
で
検
討
し
ま
す
。
又
試
験
結

果
に
つ
い
て
本
人
の
希
望
が
あ

れ
ば
教
え
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
の
延
長
保
育
推
進

に
つ
い
て
は
、
議
会
で
何

度
と
な
く
提
案
致
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
父
母
か
ら
の
声
も
多
く

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
小
学
校

入
学
前
の
教
育
の
充
実
、
少
子

化
や
女
性
の
社
会
進
出
等
で
、

多
様
化
す
る
家
庭
の
要
望
に
応

え
て
、
延
長
保
育
（
預
か
り
保

育
）
の
早
期
実
施
を
改
め
て
強

く
求
め
た
い
。

教
育
長
　
平
成
十
四
年
度
か
ら

実
施
に
向
け
検
討
中
で
す
。

県
営
内
間
団
地
山
手
の
擁

壁
崩
壊
に
つ
い
て
そ
の
後

の
対
応
策
Z
、
又
坂
田
高
層
住

宅
団
地
の
出
入
口
の
交
差
点
の

改
良
工
事
問
題
に
つ
い
て
も
何

度
と
な
く
住
民
か
ら
訴
え
が
あ

っ
た
と
思
う
が
、
早
急
な
改
善

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
　
災
害
に
よ
る
擁
壁
崩
壊

は
県
道
開
通
に
伴
う
発
生
を
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
県
に
対
し

「
地
滑
り
地
域
」
指
定
の
要
請

を
し
な
が
ら
対
策
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。
又
、
坂
田
高
層
住

宅
入
口
の
交
差
点
に
つ
い
て

は
、
県
も
町
を
交
通
安
全
上
、

改
良
は
必
要
と
共
通
認
識
し
て

お
り
、
応
急
さ
ら
に
本
格
工
事

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

小
波
津
川
河
川
計
画
事
業
を

十
年
を
め
ど
に
実
現
を
Z

小
波
津
川
に
対
す
る
町
民

の
期
待
は
大
き
く
「
水
害

の
無
い
安
全
な
川
づ
く
り
」
は

も
と
よ
り
散
策
路
つ
く
る
な
ど

し
て
親
水
性
の
あ
る
川
、
親
し

み
や
す
く
自
然
と
の
触
れ
合
い

の
あ
る
川
が
望
ま
れ
る
。
こ
れ

か
ら
の
西
原
の
発
展
を
支
え
る

多
自
然
型
河
川
工
法
で
あ
る
。

現
計
画
案
に
よ
る
と
二
十
五
年

の
工
期
と
の
事
。
そ
の
間
に
お

い
て
の
水
害
の
お
そ
れ
も
あ

り
、
一
日
も
早
い
完
成
を
望
み

た
い
が
。

町
長
　
河
川
の
整
備
に
つ
い
て

は
地
元
の
条
件
整
備
等
を
整
え

て
県
管
理
河
川
へ
の
昇
格
（
指

定
）
を
早
期
実
現
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
優
先
す
べ
き
は
、
災

害
対
策
で
あ
り
、
調
水
池
の
設

置
や
、
下
流
等
か
ら
の
事
業
順

位
計
画
を
要
請
し
て
お
り
、
早

期
着
工
、
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

問

問

問

問
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町
道
安
室
線
は
南
小
学
校

の
運
動
場
の
近
く
ま
で
は

き
ち
ん
と
整
備
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
運
動
場
の
裏
側
の
道

路
は
正
門
へ
と
通
じ
て
い
な
が

ら
、
西
原
県
営
団
地
、
小
波
津
、

小
波
津
団
地
方
面
か
ら
の
児
童

の
通
学
路
に
な
っ
て
い
る
は
ず

な
の
に
、
未
整
備
に
よ
り
、
学

校
と
し
て
は
、
登
下
校
に
は
裏

門
を
利
用
さ
せ
、
運
動
場
を
横

切
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
、
正
門

近
く
の
側
溝
は
途
中
ま
で
し
か

な
く
て
、
雨
が
降
る
と
道
路
上

に
溢
れ
出
し
、
多
く
の
雨
水
が

擁
壁
の
上
か
ら
学
校
敷
地
内
に

流
れ
込
ん
で
い
る
よ
う
な
状
況

で
あ
る
。
学
校
周
辺
の
環
境
を

良
く
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
道

路
は
早
急
に
整
備
す
べ
き
だ
と

考
え
て
い
る
。

土
木
課
長
　
南
小
学
校
周
辺
の

工
事
、
特
に
素
掘
り
の
側
溝
に

つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
と
も

話
し
合
い
、
早
急
に
整
備
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

小
波
津
川
の
県
管
理
、
二

級
河
川
へ
の
格
上
げ
は
い

つ
ご
ろ
に
な
る
か
。

町
長
　
県
と
し
て
は
、
平
成
十

二
年
十
二
月
を
メ
ド
に
二
級
河

川
の
指
定
、
工
法
、
工
事
に
向

け
て
事
務
調
整
中
の
よ
う
で
す
。

町
が
「
生
ま
れ
変
わ
る
小

波
津
川
の
整
備
イ
メ
ー
ジ

の
絵
図
板
（
立
て
看
板
）
を
平

園
地
域
に
設
置
し
た
の
は
大
変

良
か
っ
た
と
思
う
。
よ
り
多
く

の
町
民
の
理
解
、
協
力
を
得
る

た
め
に
は
、
他
の
地
域
に
も
看

板
を
設
置
し
た
方
が
良
い
と
思

う
。

土
木
課
長
　
小
波
津
川
は
今
年

中
に
は
県
管
理
に
指
定
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
立
て
看
板

に
つ
い
て
も
県
と
の
調
整
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
で
今
後
考

え
て
い
き
た
い
。

町
民
陸
上
競
技
場
は
竣
工

後
一
○
年
が
経
ち
、
ト
ラ

ッ
ク
の
方
は
小
石
が
混
じ
っ
た

固
い
土
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

ス
パ
イ
ク
を
着
用
し
て
走
る
と

足
を
痛
め
な
い
か
と
心
配
さ
れ

る
。
ま
た
、
ス
パ
イ
ク
の
針
が

曲
が
っ
た
り
、
針
と
針
の
間
に

小
石
が
詰
ま
っ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
現

在
の
ト
ラ
ッ
ク
の
土
よ
り
良
質

な
も
の
に
改
修
し
た
方
が
良
い

と
思
う
。
な
る
べ
く
、
タ
ー
タ

ン
・
ト
ラ
ッ
ク
（
全
天
候
型
）

に
で
き
な
い
も
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
全
天
候
型
に

改
修
す
る
に
は
、
費
用
が
二
億

円
必
要
で
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
改
修
が
で
き
る
の
か
、
財

政
担
当
課
と
も
相
談
し
、
方
策

を
考
え
て
い
き
た
い
。

現
在
、
ト
ラ
ッ
ク
に
は
コ

ー
ス
を
区
分
す
る
白
線
が

な
い
の
で
、
陸
上
競
技
会
や
練

習
す
る
の
に
大
変
支
障
を
来
た

し
て
い
る
。
正
式
な
競
技
場
に

な
っ
て
い
る
か
ら
、
常
時
白
線

（
テ
ー
プ
）
を
取
り
付
け
て
お
く

べ
き
と
思
う
。

生
涯
学
習
課
長
　
白
線
は
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
取
り
付

け
る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。

問問問

問

問

呉屋吉則　議員

今
回
、
産
業
課
と
し
て
五
回
に
、

他
市
町
村
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
、
検
討
し
た
。

そ
れ
で
現
在
に
お
い
て
規
則
の

一
部
改
正
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。

沖
縄
で
農
業
を
す
る
に
は
、

ど
う
し
て
も
防
風
施
設
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
今
度
の

台
風
で
つ
く
づ
く
感
じ
さ
せ
ら

れ
た
。
軟
弱
野
菜
の
場
合
、
露

地
物
は
ほ
ぼ
全
滅
状
態
で
あ

り
、
西
原
町
も
例
外
で
は
な
い
。

今
、
町
の
農
業
が
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
る
と
い
う
事
が
、
多

く
の
関
係
者
の
共
通
認
識
で
あ

る
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
台
風

の
度
に
こ
う
い
う
状
況
が
続
け

ば
、
農
業
離
れ
が
ま
す
ま
す
加

速
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ

で
、
防
風
施
設
、
防
鳥
施
設
と

し
て
、
農
家
に
比
較
的
負
担
の

少
な
い
平
張
ハ
ウ
ス
の
導
入
考

え
は
な
い
か
。

産
業
課
長
　
平
張
ハ
ウ
ス
の
導

入
に
関
し
て
は
、
平
成
十
年
度

Ｊ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
が
県
の
補
助

事
業
に
よ
り
、
バ
ナ
ナ
平
張
網

か
け
ハ
ウ
ス
、
熱
帯
果
樹
生
産

モ
デ
ル
団
地
整
備
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
町
と
し
て
も
将
来

有
望
な
品
目
と
し
て
導
入
す
る

予
定
で
、
農
家
に
対
し
て
協
力

依
頼
し
て
い
る
。

町
に
は
小
規
模
企
業
者
の

育
成
振
興
を
図
る
た
め
の

小
口
資
金
と
い
う
融
資
制
度
が

あ
る
。
が
、
あ
ま
り
活
用
さ
れ

て
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
こ
れ

ま
で
、
返
済
期
間
の
延
長
は
で

き
な
い
か
と
い
う
質
問
に
町
は

そ
の
都
度
検
討
し
た
い
と
い
う

答
弁
で
あ
っ
た
が
、
今
な
お
検

討
の
段
階
な
の
か
、
だ
と
し
た

ら
何
と
何
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
か
。

産
業
課
長
　
小
口
融
資
制
度
に

つ
い
て
は
、
町
内
で
事
業
を
営

む
小
規
模
事
業
者
に
対
し
、
資

金
を
融
資
し
、
事
業
の
健
全
な

育
成
と
振
興
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
創
設
し
て
お
る
。
そ
れ
で

中
城
で
は
バ
ナ
ナ
、
知
念

村
で
は
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
、

具
志
頭
村
で
は
、
小
菊
、
恩
納

村
は
菊
や
花
き
の
栽
培
に
平
張

ハ
ウ
ス
の
導
入
で
生
産
高
を
上

げ
て
い
る
が
。

産
業
課
長
　
菊
農
家
か
ら
県
の

事
業
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
と

い
う
話
が
あ
っ
た
。
が
、
そ
れ

に
関
し
て
も
県
と
の
調
整
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

町
は
ヤ
ス
デ
対
策
と
し
て

薬
剤
補
助
を
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
対
策
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

健
康
衛
生
課
長
　
薬
剤
以
外
と

い
う
よ
り
も
、
ヤ
ス
デ
が
大
量

に
発
生
す
る
六
月
と
九
月
に
、

全
地
域
を
対
象
に
乳
剤
散
布
を

し
て
い
る
。
町
の
広
報
紙
と
か

薬
剤
を
配
布
す
る
時
に
広
報
活

動
を
し
た
い
。

西
原
台
団
地
の
台
風
災
害

の
中
で
、
地
滑
り
地
域
指

定
を
受
け
る
と
い
う
話
が
あ
る

が
、
小
橋
川
側
全
体
な
の
か
二

八
十
番
地
一
帯
な
の
か
。

助
役
　
土
木
の
ほ
う
で
は
団
地

の
小
橋
川
側
一
帯
を
地
滑
り
地

域
と
し
て
指
定
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
る
。
二
八
十
番
地
の
地

域
に
つ
い
て
は
、
再
度
検
討
、

調
整
し
て
い
き
た
い
。

問

問

問問問
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ぶ
う
え
で
言
葉
の
問
題
は
重

要
。
学
校
現
場
で
「
沖
縄
語
」

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
は
ど

う
か
？

教
育
長
　
す
ば
ら
し
い
提
案
。

子
供
達
に
沖
縄
語
を
伝
達
す
る

こ
と
は
重
要
。
学
校
現
場
と
協

議
し
た
い
。

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
と
「
沖
縄
語
」
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
両
極
端
で

は
な
く
実
は
ひ
と
つ
。
方
言
、

自
分
た
ち
の
文
化
を
学
ぶ
こ
と

が
外
国
語
理
解
に
つ
な
が
る
。

親
子
の
対
話
や
高
齢
者
と
子
供

達
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
、
波
及
効

果
は
大
き
い
。

県
外
派
遣
費
の
助
成
に
つ
い
て

町
の
県
外
派
遣
費
助
成
制

度
は
、
父
母
や
関
係
者
か

ら
大
き
な
評
価
を
得
て
い
る
。

が
、
例
え
ば
鹿
児
島
と
同
程
度

の
負
担
と
な
る
八
重
山
で
の
開

催
は
助
成
の
対
象
に
な
ら
な

い
。
県
内
で
も
県
外
同
様
の
負

担
で
あ
れ
ば
対
象
に
す
べ
き
で

は
？
。ま
た
、県
外
派
遣
の
際
に

成
績
に
よ
っ
て
助
成
額
に
格
差

が
あ
る
が
、見
直
す
べ
き
で
は
？
。

町
長
　
現
実
問
題
と
し
て
不
合

理
で
あ
れ
ば
検
討
す
る
。
同
一

種
目
で
大
会
も
別
で
あ
れ
ば
検

討
を
要
す
る
。

二
○
○
二
年
教
育
改
革

の
柱
は
、
学
校
の
完
全

週
五
日
制
と
総
合
的
な
学
習
の

導
入
。
父
母
へ
の
説
明
会
も
な

さ
れ
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
対

応
策
は
？
　
子
供
達
の
豊
か
な

心
を
育
む
た
め
に
、
総
合
的
な

学
習
に
沖
縄
の
文
化
や
地
域
の

伝
統
芸
能
を
積
極
的
に
採
用
し

て
は
？
。

生
涯
学
習
課
長
　
学
習
や
活
動

の
場
・
機
会
づ
く
り
、
情
報
の

提
供
が
大
き
な
課
題
。
こ
れ
ま

で
の
各
種
事
業
に
加
え
、
保
護

者
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
進

め
た
い
。

学
校
教
育
課
主
幹
　
ご
指
摘
の

と
お
り
、
各
学
校
と
も
そ
の
認

識
で
、エ
イ
サ
ー
や
琉
球
舞
踊
、

サ
ン
シ
ン
な
ど
郷
土
芸
能
や
紅

型
や
藍
染
め
の
体
験
学
習
を
行

っ
て
い
る
。

具
体
的
な
対
応
と
し
て
、

保
護
者
や
地
域
ま
か
せ
で

な
く
、
教
育
行
政
も
参
加
し
た

組
織
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が

必
要
で
は
な
い
か
。
地
域
の
人

材
を
活
用
し
て
、
例
え
ば
あ
る

地
域
子
ど
も
会
が
舞
踊
講
座
を

開
設
す
る
な
ら
、
教
育
委
員
会

で
講
師
を
派
遣
す
る
な
ど
。
従

来
の
知
識
偏
重
の
教
育
が
大
き

な
壁
に
突
き
当
た
っ
て
い
る
事

は
、
今
日
の
社
会
状
況
が
証
明

ず
み
。
人
間
性
や
心
を
重
視
す

る
教
育
は
、
地
域
の
伝
統
や
文

化
に
学
び
、大
人
も
そ
れ
を
介
し

て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
作
り

に
参
加
す
る
事
が
大
切
で
は
。

教
育
長
　
各
種
団
体
を
網
羅
し

た
学
推
協
の
組
織
強
化
や
子
供

会
の
強
化
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
相
談

し
組
織
作
り
に
努
め
た
い
。

国
際
理
解
と
地
域
文
化

教
育
に
つ
い
て

国
際
理
解
や
外
国
語
教
育

を
進
め
る
う
え
で
、
自
分

た
ち
の
文
化
や
歴
史
を
し
っ
か

り
学
ぶ
こ
と
が
出
発
点
。
言

葉
＝
文
化
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
沖
縄
の
文
化
や
歴
史
を
学

問

問

問問
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濃
い
懇
談
会
に
す
る
に
は
、地

域
提
案
に
関
係
す
る
担
当
課
を

出
向
か
せ
る
出
前
方
式
が
よ
い

と
考
え
て
い
る
。
次
年
度
に
向

け
て
具
体
的
な
検
討
を
し
た

い
。東

中
学
校
全
館
の
ク
ー
ラ

ー
設
置
に
よ
る
生
徒
の
健

康
管
理
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

平
成
十
五
年
度
に
運
転
予
定
と

聞
く
が
今
後
、
西
原
町
全
学
校

に
設
置
拡
大
を
考
え
て
い
る

か
。
既
に
設
置
さ
れ
た
他
地
域

学
校
生
徒
の
健
康
管
理
状
況
の

把
握
、
校
医
の
所
見
等
。

教
育
総
務
課
長
　
平
成
十
三
年

度
の
教
育
施
設
等
騒
音
防
止
対

策
事
業
と
併
せ
て
ク
ー
ラ
ー
工

事
設
計
を
や
っ
て
い
る
。
年
次

的
な
防
衛
庁
予
算
で
全
学
校
に

設
置
を
望
ん
で
い
る
。
既
設
置

他
地
域
学
校
で
は
冷
房
温
度
、

生
徒
の
健
康
状
態
で
席
の
配
置

等
に
配
慮
し
て
い
る
。
校
医
の

所
見
と
し
て
は
室
内
温
度
、
換

気
の
管
理
を
徹
底
す
れ
ば
問
題

は
な
い
。

携
帯
電
話
使
用
に
よ
る
児

童
被
害
が
多
発
し
て
い
る

対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま

た
教
育
現
場
で
肉
体
的
、
精
神

的
な
疲
れ
か
ら
病
い
を
生
じ
る

教
師
も
い
る
と
思
う
が
、
ど
う

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
主
幹
　
事
件
の
背

西
原
町
は
こ
れ
か
ら
多
く

の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

抱
え
て
お
り
、
町
民
の
生
の
声

を
聞
き
、
ま
た
事
業
の
進
捗
状

況
を
知
ら
し
協
力
を
得
る
為
に

も
町
民
と
の
対
話
は
非
常
に
大

事
で
あ
る
。
行
政
懇
談
会
は
今

後
も
継
続
的
に
開
催
す
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長
　
町
民
と
の
対
話
は
大
変

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
平
成

十
年
度
開
催
の
行
政
懇
談
会
で

は
行
政
職
員
の
参
加
人
数
は
延

べ
四
○
五
名
、
町
民
参
加
数
は

六
三
六
名
で
あ
り
、
二
○
日
間

を
要
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
方
式

だ
と（
質
問
、
要
望
等
が
）偏
る

傾
向
が
あ
り
、効
果
的
、密
度
の

景
と
し
て
、
子
供
達
の
遊
び
感

覚
、不
登
校
、家
出
等
が
絡
ん
で

い
る
。実
態
把
握
と
指
導
の
徹
底

を
通
知
し
て
い
る
。ま
た
平
成
十

三
年
度
新
規
事
業
と
し
て
思
春

期
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

教
育
長
　
生
徒
指
導
、
教
科
指

導
等
の
悩
み
で
精
神
的
に
病
い

を
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
人
事
権
を
も
っ

て
い
る
県
の
方
で
対
応
し
て
い

る
が
各
市
町
村
の
教
育
長
間
で

も
協
議
し
て
い
る
。
幸
い
本
町

に
お
い
て
は
今
、
こ
の
よ
う
な

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ゴ
ミ
袋
指
定
化
に
つ
い
て

町
民
の
反
応
、
苦
情
等
は
、

ガ
ラ
ス
ビ
ン
に
限
り
カ
ゴ
等
の

併
用
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
年

次
的
な
予
想
減
量
化
率
は
。

健
康
衛
生
課
長
　
苦
情
は
女

性
、
男
性
か
ら
も
あ
る
。
指
定

袋
の
使
用
状
況
は
九
九
％
浸
透

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
ガ

ラ
ス
ビ
ン
の
収
集
方
法
に
つ
い

て
は
調
整
検
討
し
ま
す
。
リ
サ

イ
ク
ル
の
回
収
調
査
と
し
て
、

平
成
六
年
回
収
当
初
一
五
三
ト

ン
、
平
成
十
年
一
、
四
二
○
ト

ン
、
平
成
十
二
年
一
、
三
四
二

ト
ン
、
初
年
度
と
比
較
し
て
八

八
％
の
回
収
率
の
伸
び
で
す
。

減
量
化
目
標
と
し
て
は
一
人
一

日
当
た
り
六
○
○
グ
ラ
ム
維
持

を
考
え
て
い
る
。

問

問問

問

呉屋　實　議員
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小
波
津
川
は
、
上
流
へ
の

調
整
池
の
設
置
等
、
暫
定

的
に
も
対
策
が
必
要
と
考
え
る

が
、
上
流
地
域
の
町
民
へ
の
雨

水
タ
ン
ク
の
設
置
奨
励
を
推
進

し
て
は
ど
う
か
？

町
長
　
十
二
月
の
県
指
定
に
向

け
て
の
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

移
管
さ
れ
て
も
直
ぐ
に
解
消
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
当
然

暫
定
的
な
措
置
、
改
善
は
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
雨
水
タ
ン
ク
の
設
置
の

問
題
は
是
非
何
ら
か
の
形
で
一

定
の
範
囲
を
区
切
っ
て
、
出
来

る
と
こ
ろ
は
推
進
し
て
み
た
い
。

各
自
治
会
単
位
で
行
わ
れ

た
行
政
懇
談
会
は
、
そ
の

後
開
催
さ
れ
る
動
き
が
無
い
が

必
要
な
い
と
考
え
る
か
？

町
長
　
四
〇
〇
名
余
の
職
員
が

参
加
し
て
、
六
三
六
名
の
出
席

者
。
時
に
は
我
々
の
方
が
多
い

場
合
も
あ
り
、
中
身
の
あ
る
意

見
交
換
を
す
る
に
は
事
前
に
焦

点
を
絞
っ
て
担
当
職
員
を
出
席

さ
せ
た
方
が
良
い
の
で
は
。
町

民
の
声
は
ア
ン
ケ
ー
ト
や
委
員

会
を
設
置
す
る
に
当
た
っ
て
は

公
募
制
を
採
用
し
て
い
る
。

参
加
者
が
少
な
い
か
ら
打

ち
切
る
と
い
う
の
は
い
か

が
な
も
の
か
、
回
を
重
ね
る
ご

と
に
参
加
者
は
増
え
る
と
思
う

し
、
努
力
も
し
て
欲
し
い
。
せ

め
て
町
長
の
任
期
で
あ
る
四
年

に
一
度
は
や
る
べ
き
で
は
？

町
長
　
も
う
少
し
内
部
で
検
討

し
て
返
事
し
た
い
。

後
を
絶
た
な
い
薬
物
乱
用

で
、
浦
添
市
内
で
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
吸
引
に
よ
る
死
亡
者
が
出
て

い
ま
す
。六
月
議
会
で
も
薬
物
等

の
乱
用
防
止
の
決
議
を
し
、
町

内
の
学
校
で
も
薬
物
乱
用
の
講

演
会
を
し
た
矢
先
の
事
故
で
あ

り
、
関
係
者
に
大
き
な
衝
撃
を

与
え
た
。
行
政
当
局
は
ラ
イ
タ

ー
の
ガ
ス
等
の
吸
引
が
流
行
っ

て
い
た
の
を
知
っ
て
い
た
か
？

学
校
教
育
課
主
幹
　
事
件
後
に

浦
添
署
の
臨
時
の
公
聴
会
で
知

っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
充
分
把
握

し
て
な
か
っ
た
。

警
察
署
と
の
定
期
的
な
情

報
交
換
の
場
は
設
け
て
い

る
か
？

学
校
教
育
課
主
幹
　
両
中
学
校

区
の
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
に

お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
場
が
出

来
る
よ
う
努
め
て
行
き
た
い
。

臨
時
的
に
は
絶
え
ず
少
年
課
長

を
交
え
て
の
協
議
を
行
っ
て
い

る
。

様
々
な
事
件
事
故
か
ら
少

年
を
守
る
地
域
社
会
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が
急
が
れ
る

と
思
う
が
今
後
の
対
応
策
は
？

学
校
教
育
課
主
幹
　
各
学
校
に

於
け
る
薬
物
乱
用
防
止
教
室
の

開
催
w
不
登
校
児
童
生
徒
の
実

態
把
握
、
子
供
た
ち
へ
の
き
め

細
か
な
個
別
指
導
e
家
庭
教
育

支
援
会
議
、
親
父
の
会
等
の
整

備
充
実
r
地
域
に
於
け
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
確
立
が
大
変

重
要
と
捕
ら
え
て
い
る
。

不
審
者
の
情
報
を
含
め
て
、

子
供
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ

た
情
報
が
す
ぐ
有
機
的
に
流
れ

て
い
っ
て
指
導
体
制
に
入
れ
る

よ
う
に
進
め
て
行
き
た
い
。
警

察
と
の
定
期
的
な
協
議
も
指
摘

の
と
お
り
、
努
力
し
た
い
。

問

問問

問

問問

仲宗根健仁　議員

沖
縄
振
興
新
法
に
つ
い
て

の
見
解
と
当
局
が
そ
の
も

の
に
対
す
る
意
見
を
ど
う
い
う

形
で
提
言
し
た
の
か
。

町
長
　
沖
縄
振
興
新
法
の
問
題

は
、
こ
れ
ま
で
は
本
土
と
の
格

差
是
正
と
言
う
事
で
し
た
。
た

だ
そ
の
反
面
、
戦
後
処
理
は
ま

だ
未
解
決
だ
と
い
う
立
場
で
県

に
意
見
も
明
確
に
こ
の
こ
と
を

要
求
し
、
不
発
弾
の
問
題
や
大

学
院
大
学
の
問
題
等
要
請
を
し

た
わ
け
で
す
。

基
地
に
関
し
て
言
う
な
ら

ば
、
基
地
所
在
地
の
市
町

村
だ
け
に
交
付
さ
れ
て
い
る
交

付
金
の
あ
り
方
も
問
題
だ
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

町
長
　
基
地
問
題
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
に
県
外
移
設
で
あ

る
べ
き
だ
と
考
え
る
立
場
か
ら

基
地
に
対
す
る
補
助
金
要
請
等

を
基
本
方
針
の
中
で
折
り
込
む

べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
ゆ

え
に
基
地
所
在
市
町
村
に
対
し

て
こ
う
あ
る
べ
き
、
あ
る
い
は

所
在
し
な
い
市
町
村
に
対
し
て

こ
う
あ
る
べ
き
と
基
地
と
か
ら

め
て
の
財
政
援
助
と
い
う
の
は

要
求
す
る
考
え
は
な
い
。

ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て

ご
み
袋
の
指
定
に
関
し
リ

サ
イ
ク
ル
目
的
の
も
の
も
、

わ
ざ
わ
ざ
袋
を
指
定
す
る
必
要

が
、
あ
る
か
ど
う
か
又
、
住
民

か
ら
の
苦
情
情
況
に
つ
い
て
の

説
明
を
求
め
ま
す
。

健
康
衛
生
課
長
　
資
源
ご
み
に

つ
い
て
も
そ
の
収
集
及
び
再
生

処
理
に
多
く
の
経
費
が
か
か
り

減
量
化
の
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
ご
み
袋
指
定
化

に
対
す
る
苦
情
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
粗
大
ご
み
の
有

料
化
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
け

ど
、
そ
の
件
で
高
い
と
い
う
苦

情
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

年
金
生
活
の
方
や
お
年
寄

り
夫
婦
だ
け
の
家
庭
な
ど

が
、
固
定
資
産
税
や
医
療
費
、

介
護
保
健
料
を
強
制
的
に
支
払

わ
し
て
い
る
状
態
で
今
回
の
特

に
粗
大
ご
み
や
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
に
お
い
て
、
お
金
で
し
か

処
分
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
る
か
。

健
康
衛
生
課
長
　
低
所
得
者
へ

の
配
慮
に
つ
い
て
六
十
五
才
以

上
の
無
年
金
者
が
ど
の
程
度
い

る
の
か
把
握
で
き
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
し
、
個
人
情
報
保
護

条
例
に
も
関
係
し
ま
す
の
で
こ

れ
か
ら
話
し
合
っ
て
い
き
ま

す
。ご

み
減
量
化
等
に
伴
う
考

え
方
に
つ
い
て
は
収
集
業

務
の
方
々
の
意
見
等
を
言
う
の

で
は
な
く
、
や
は
り
メ
イ
ン
は

町
民
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
の
で
住
民
の
立
場
に

立
っ
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

問問

問

問

問
新田宗信　議員

Z

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

一
洪
水
に
対
す
る
対
策
等
（
小
波
津

川
を
込
む
）

二
町
の
行
財
政
改
革

三
西
原
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
等
か
ら
見

る
町
の
人
材
育
成

四
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

五
非
常
食
の
確
保
等
に
つ
い
て

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

・
台
風
の
被
害
状
況
と
対
策
に
つ
い

て
・
防
災
訓
練
で
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

家
の
活
用
を
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南
地
区
区
画
整
理
事
業
に

つ
い
て
は
最
終
的
な
調
査

も
お
え
た
訳
で
す
が
中
止
も
あ

る
の
か
。

町
長
　
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
時
点
に

立
ち
至
っ
て
い
る
。

中
止
と
言
う
事
で
あ
れ
ば

先
を
見
通
し
て
な
か
っ
た

と
言
う
事
に
な
る
か
。

区
画
整
理
課
長
　
現
在
の
地
域

環
境
と
し
て
は
、
道
路
排
水
や

公
園
緑
地
等
の
不
備
も
あ
り
、

地
権
者
も
認
識
し
て
お
り
誤
り

で
は
な
か
っ
た
。

今
後
は
こ
の
地
域
の
道
路

整
備
や
開
発
は
ど
の
よ
う

に
行
う
か
。

町
長
　
都
市
計
画
課
、
区
画
整

理
課
、
土
木
課
、
産
業
課
も
含

め
関
係
す
る
部
署
で
立
場
や
意

見
の
相
違
が
あ
り
、
そ
の
辺
の

解
決
が
専
決
で
あ
る
。

こ
の
事
業
に
こ
れ
ま
で
に

投
入
さ
れ
た
予
算
の
総
額

は
ど
の
程
度
か
。

区
画
整
理
課
長
　
投
入
さ
れ
た

予
算
総
額
は
概
ね
五
千
四
百
万

円
で
す
。

こ
の
事
業
と
関
連
も
あ
る

と
の
事
で
待
た
さ
れ
て
来

た
ス
ク
道
（
我
謝
兼
久
線
）
の

整
備
は
ど
う
す
る
か
。

町
長
　
ス
ク
道
の
問
題
に
つ
い

て
は
浸
水
や
排
水
問
題
等
も
含

め
て
生
活
環
境
の
整
備
を
二
重

投
資
も
や
む
な
し
と
言
う
事
も

覚
悟
し
て
問
題
解
決
に
当
た

る
。県

住
宅
公
社
の
兼
久
へ

の
宅
地
開
発
に
つ
い
て

兼
久
の
海
側
の
沖
大
グ
ラ

ン
ド
に
県
住
宅
公
社
が
宅

地
開
発
を
計
画
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
が
そ
の
内
容
を
き
き

た
い
。

都
市
計
画
課
長
　
こ
の
グ
ラ
ン

ド
は
国
道
バ
イ
パ
ス
の
敷
地
以

外
は
既
に
住
宅
公
社
が
購
入
し

て
い
る
。
計
画
は
中
高
層
住
宅

と
な
っ
て
お
り
、
町
の
計
画
は
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低
層
住
宅
で
あ
り
調
整
中
ア
ク

セ
ス
道
路
と
し
て
兼
久
二
号

線
、
我
謝
海
岸
線
等
三
ヶ
所
が

あ
る
が
狭
す
ぎ
る
と
の
事
で
業

務
は
停
滞
し
て
い
る
。

道
路
や
公
園
の
樹
木
の

配
置
に
つ
い
て

高
木
や
低
木
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
な
事
を
考
慮
し

植
栽
し
て
い
る
か
。ま
ず
美
観
、

木
陰
を
つ
く
る
事
。
汚
れ
た
空

気
を
浄
化
す
る
事
。
花
で
四
季

を
感
じ
る
事
、
交
差
点
や
車
の

出
入
り
す
る
所
は
低
木
は
不
必

要
で
は
な
い
か
。
公
園
は
木
陰

を
つ
く
る
高
木
を
主
に
植
栽

し
、
低
木
に
つ
い
て
は
見
通
し

が
悪
く
な
る
し
、
風
通
し
が
悪

く
な
る
点
は
考
慮
し
少
な
め
に

配
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

土
木
課
長
　
木
樹
に
つ
い
て
は

美
観
、
木
陰
、
四
季
を
考
え
る

事
、
交
通
安
全
面
も
大
事
で
あ

る
。
又
生
活
環
境
保
存
機
能
と

し
て
役
割
、
自
然
環
境
保
全
機

能
、
防
災
機
能
等
も
考
慮
し
植

栽
し
た
い
。

問問 問

問問問

問

玉井正幸　議員

町
は
こ
の
十
月
か
ら
県
の

補
助
事
業
を
受
け
て
精
神

障
害
者
社
会
復
帰
支
援
事
業
を

行
う
が
そ
の
内
容
を
伺
う
。

健
康
衛
生
課
長
　
精
神
障
害
者

居
宅
介
護
支
援
事
業
と
い
う
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
で
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
で
す
。
内
容
は
食

事
の
準
備
、
整
理
整
頓
、
買
い

物
の
同
行
な
ど
で
す
。

こ
の
事
業
に
携
わ
る
ヘ
ル

パ
ー
の
資
格
は
。

健
康
衛
生
課
長
　
心
障
ヘ
ル
パ

ー
の
一
、
二
級
の
講
習
受
講
し

た
方
が
、
更
に
精
神
障
害
者
へ

の
介
護
を
行
う
た
め
の
基
礎
的

研
修
を
九
時
間
受
講
し
ま
す
。

町
内
で
は
七
名
で
す
。

心
障
ヘ
ル
パ
ー
が
九
時
間

の
講
習
の
み
で
即
精
神
障

害
者
ヘ
ル
パ
ー
へ
の
対
応
に
は

懸
念
す
べ
き
点
も
あ
る
が
。

健
康
衛
生
課
長
　
ヘ
ル
パ
ー
の

業
務
範
囲
は
保
健
婦
に
よ
る
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
す
。
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
の
条
件
は
原
則
と
し

て
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
と
か
、
主
治
医
が

い
る
、
概
ね
病
状
が
安
定
し
て

い
る
、
定
期
的
に
通
院
し
て
い

る
な
ど
で
す
。
ヘ
ル
パ
ー
一
人

で
行
く
こ
と
な
く
ほ
と
ん
ど
保

健
婦
と
一
緒
に
同
行
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

放
課
後
児
童
対
策
と
し
て

町
の
学
童
ク
ラ
ブ
に
障
害

児
は
現
在
何
人
通
っ
て
い
る

か
、
う
ち
重
度
の
肢
体
不
自
由

児
（
生
徒
）
は
何
人
い
ま
す
か
。

福
祉
課
長
　
一
人
で
す
が
肢
体

不
自
由
児
で
は
な
く
身
体
障
害

児
で
す
。

重
度
の
肢
体
不
自
由
児

（
生
徒
）
を
受
け
入
れ
る

予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

福
祉
課
長
　
学
童
ク
ラ
ブ
の
整

備
計
画
と
合
わ
せ
て
担
当
課
と

し
て
は
考
え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
次
年
度
か
ら
芽
出

し
出
来
る
も
の
と
し
て
期

待
し
て
い
い
の
で
す
ね
。

福
祉
課
長
　
今
、
町
で
は
ど
う

い
っ
た
障
害
を
持
っ
た
子
が
ど

れ
だ
け
い
る
か
実
態
の
調
査
は

し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
調
査

か
ら
進
め
、
ど
の
く
ら
い
の
ニ

ー
ズ
が
あ
る
の
か
検
討
し
、
そ

れ
か
ら
受
け
入
れ
の
態
勢
を
作

ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い

ま
す
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

町
長
公
人
と
し
て
の
見
解

と
個
人
と
し
て
の
見
解
を

伺
い
た
い
。

町
長
　
合
併
そ
の
も
の
は
押
し

つ
け
で
あ
っ
て
は
な
ら
ん
と
、

町
行
政
も
議
会
も
自
ら
自
己
決

定
し
て
自
己
責
任
を
持
つ
と
い

う
基
本
ス
タ
ン
ス
を
持
っ
て
お

り
ま
す
。

私
は
個
人
的
に
は
合
併
し
て

も
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
町
民
す
べ
て
が
そ
う
思
う

の
か
ど
う
か
、
み
ん
な
で
決
め

ま
し
ょ
う
。

問問

問問問問

問

伊川幸子 議員

「全国重症心身障害児（者）を守る会」誌より



平成13年第４回臨時会第５回定例会で審議された議案等

原案可決

原案可決
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〃
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議　　案
第４回臨時会
●工事請負契約締結について
西原小学校普通教室棟危険建物新増改築工事（建築
工事）
第５回定例会
●西原町税条例の一部を改正する条例について
●西原町手数料徴収条例の一部を改正する条例につい
て

●西原町下水道条例について

●工事請負契約締結について〔我謝処理分区枝線工事
（その５）〕
●工事請負契約締結について〔我謝処理分区枝線工事
（その６）〕
●工事請負契約締結について〔美咲処理分区枝線工事
（その11）〕
●平成13年度西原町国民健康保険特別会計補正予算に
ついて

●平成13年度西原町土地区画整理事業特別会計補正予
算について

●平成13年度西原町一般会計補正予算について
●平成13年度西原町一般会計補正予算について

●平成12年度西原町国民健康保険特別会計歳入歳出決
算認定について

●平成12年度西原町老人保健特別会計歳入歳出決算認
定について

●平成12年度西原町公共下水道事業特別会計歳入歳出
決算認定について

●平成12年度西原町土地区画整理事業特別会計歳入歳
出決算認定について

●平成12年度西原町介護保険特別会計歳入歳出決算認
定について

●平成12年度西原町一般会計歳入歳出決算認定につい
て

●平成12年度西原町水道事業会計決算認定について

●「国連アジア本部」沖縄県誘致に関する要請決議に
ついて

●地域が一体となった少年非行防止に関する決議について
●乳幼児医療無料制度の創設を求める意見書について
●緊急地域雇用特別交付金の改善・継続を求める意見
書について

●米国における同時多発テロ事件に関する意見書について

契約金額　336,000,000

契約の相手　2東洋建設　美善1 青海建設1

地方税法の一部改正による税条例の改正
メジロ及びホオジロの捕獲許可及び飼育許可に関す
る事務
平成14年４月１日共用開始のための条例制定
使用料の算定は、水道の使用水量を基本に算定
家事用の基本料金は、８立方メートルまでは450円
契約金額　78,750,000 契約の相手　2東洋建設

契約金額　65,625,000 契約の相手　2明生建設

契約金額　59,850,000 契約の相手　1永吉土建

今回の補正は歳入歳出それぞれ1,520千円を追加

今回の補正は歳入歳出それぞれ2,201千円を追加

今回の補正は歳入歳出それぞれ55,201千円を追加
今回の補正は災害復旧費として11,200千円予備費か
ら充当

2,412,823,202円
2,356,594,431円

56,228,771円
1,537,123,450円
1,512,432,325円

24,691,125円
723,613,828円
716,821,681円

6,792,147円
94,550,281円
92,050,764円
2,499,517円

885,006,445円
865,824,995円
19,181,450円

8,033,726,321円
7,828,149,334円

205,576,987円
20,731,381千円

5,186,321千円
25,917,702千円

宛先　内閣総理大臣　内閣府沖縄及び北方対策担当
大臣　外務大臣

宛先　衆議院議長　参議院議長
宛先　内閣総理大臣　厚生労働大臣

宛先　内閣総理大臣　外務大臣
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歳 入 決 算 額
歳 出 決 算 額
歳入歳出差引残額
歳 入 決 算 額
歳 出 決 算 額
歳入歳出差引残額
歳 入 決 算 額
歳 出 決 算 額
歳入歳出差引残額
歳 入 決 算 額
歳 出 決 算 額
歳入歳出差引残額
歳 入 決 算 額
歳 出 決 算 額
歳入歳出差引残額
歳 入 決 算 額
歳 出 決 算 額
歳入歳出差引残額
当 年 度 純 利 益
前年度繰越利益剰余金
当年度未処分利益剰余
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文
化
芸
術
に
は
人
の
心
を

癒
し
、
豊
か
に
し
、
感
動

さ
せ
、
人
と
人
を
結
ぶ
力
・
共

生
の
心
を
育
む
力
が
あ
り
ま

す
。
一
人
一
人
の
創
造
性
を
開

き
、
表
現
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
力
を
高
め
る
と
共

に
、
多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会

を
つ
く
り
ま
す
。
や
す
ら
ぎ
を

与
え
、
潤
い
を
も
た
ら
し
、
生

き
る
力
を
み
な
ぎ
ら
せ
、
何
よ

り
も
人
間
を
人
間
た
ら
し
め
る

も
の
こ
そ
文
化
と
芸
術
の
力
と

い
え
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
青
少

年
の
豊
か
な
心
を
育
む
た
め
に

も
重
要
な
分
野
で
す
。

一
方
、
昨
今
の
社
会
事
情
を

見
る
に
つ
け
、
人
の
心
を
こ
こ

ま
で
荒
廃
し
て
き
た
の
か
と
憂

え
る
と
共
に
、
今
の
社
会
そ
の

も
の
が
心
の
病
に
犯
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
大
き
な
危
惧
を
か
く

せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
文
化

芸
術
の
果
た
す
役
割
が
今
日
ほ

ど
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
時

代
は
な
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
日
本
の
文
化
芸
術

の
予
算
は
国
家
予
算
全
体
の
約

○
・
一
％
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
十

分
の
一
程
度
、
民
間
か
ら
の
寄

付
金
に
よ
る
援
助
も
ア
メ
リ
カ

の
六
○
分
の
一
に
も
満
た
な
い

現
状
で
す
。
そ
う
し
た
背
景
を

ふ
ま
え
て
二
十
一
世
紀
の
日
本

の
あ
る
べ
き
姿
は
文
化
芸
術
立

国
と
の
観
点
か
ら
、
公
明
党
は

本
年
五
月
、
文
化
芸
術
立
国
日

本
を
め
ざ
し
て
と
題
し
、
政
党

初
の
文
化
振
興
政
策
を
提
言
し

ま
し
た
。

そ
の
政
策
の
中
身
は
、
文
化

芸
術
に
対
す
る
国
の
直
接
的
な

財
政
支
援
、
民
間
か
ら
の
寄
付

に
対
す
る
税
金
の
控
除
、
新
進

の
若
手
芸
術
家
の
育
成
支
援
、

子
供
た
ち
が
本
物
の
芸
術
に
ふ

れ
る
教
育
の
提
供
、
芸
術
創
造

推
進
事
業
、
新
ア
ー
ス
プ
ラ
ン

二
十
一
の
創
設
を
柱
と
し
、
さ

ら
に
そ
の
法
的
根
拠
と
な
る
法

律
、
芸
術
文
化
振
興
基
本
法
案

を
国
会
へ
提
出
し
、
こ
の
秋
の

臨
時
国
会
で
は
法
案
成
立
を
目

2001（平成13年）12月１日発行

指
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
受
け

て
文
化
庁
は
来
年
度
予
算
の
概

算
要
求
に
あ
た
り
、
今
年
度
よ

り
三
百
億
円
大
幅
増
と
な
る
約

一
千
二
百
億
円
を
要
求
し
、
新

世
紀
ア
ー
ス
プ
ラ
ン
の
創
設

等
、
文
化
芸
術
へ
の
支
援
を
大

き
く
拡
張
す
る
方
針
を
固
め
ま

し
た
。

新
世
紀
ア
ー
ス
プ
ラ
ン
に
は

三
項
目
の
柱
が
あ
り
、
一
、
芸

術
創
造
特
別
支
援
、
二
、
新
進

芸
術
家
育
成
、
三
、
子
供
の
文

化
芸
術
体
験
活
動
推
進
が
あ
り

ま
す
。
本
町
の
文
化
芸
術
振
興

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
？

生
涯
学
習
課
長
　
子
ど
も
三
線

講
座
、
子
ど
も
琉
舞
講
座
・
エ

イ
サ
ー
講
座
、
親
子
名
画
鑑
賞

会
、
親
子
を
対
象
に
学
校
で
琉

舞
鑑
賞
会
、
琉
歌
碑
め
ぐ
り
で

現
地
視
察
し
な
が
ら
沖
縄
の
芸

術
・
文
学
・
歴
史
に
つ
い
て
学

び
心
の
豊
か
な
人
間
に
と
い
う

趣
旨
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

問

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

、
六
○
歳
以
上
の
余

剰
労
力
を
活
用
し
、
一

村
一
品
運
動
に
つ
な
げ
る
五
○

坪
、
一
○
○
坪
農
業
の
推
進
は

で
き
な
い
か
。

、
農
業
懇

話
会
は
立
ち
上
が
っ
た
か
、
課

題
は
見
え
た
か
。

産
業
課
長
　
農
業
施
策
の
推
進

に
資
す
る
た
め
、
農
業
懇
話
会

が
平
成
十
二
年
十
月
に
設
置
さ

れ
二
回
の
委
員
会
が
持
た
れ
、

生
産
基
盤
整
備
が
必
要
と
課
題

も
見
え
た
。
六
○
代
労
力
の
活

用
も
、
高
齢
者
ビ
ジ
ョ
ン
を
推

進
し
、
い
き
い
き
営
農
講
座
、

二　（）

一　（）

長
寿
食
講
座
等
で
、
技
術
、
知

識
の
高
揚
を
図
り
、
イ
ン
ゲ
ン

を
中
心
に
三
○
坪
か
ら
一
○
○

坪
以
上
の
方
ま
で
生
産
実
績
を

上
げ
て
い
る
。
小
波
津
の
あ
や

め
加
工
所
で
は
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ

そ
ば
を
作
っ
て
い
ま
す
。

財
政
に
つ
い
て

小
泉
総
理
は
、「
聖
域
な
き

改
革
を
」「
痛
み
の
覚
悟
を
」

と
訴
え
、
不
良
債
権
を
三
年
間

で
処
理
す
る
事
を
公
約
、
さ
ら

に
一
兆
円
の
交
付
税
を
削
減
す

る
と
い
う
が
、
市
町
村
へ
の
影

響
は
ど
う
か
。

町
長
　
ま
ず
改
革
は
い
い
ほ
う

に
改
善
さ
れ
る
べ
き
だ
と
基
本

的
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
地

方
交
付
税
が
五
％
減
額
さ
れ
る

と
本
町
な
ら
一
億
二
千
五
○
○

万
円
は
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
非
常
に
心
配
を
し
て

お
り
ま
す
。
財
源
を
新
し
く
創

設
し
て
、
課
税
客
体
は
こ
う
な

り
ま
す
よ
と
、
示
し
て
も
ら
え

ば
選
択
の
余
地
も
あ
り
ま
す

が
、
今
の
と
こ
ろ
な
っ
て
見
な

い
と
わ
か
ら
な
い
と
、
た
だ
痛

み
と
い
う
言
葉
だ
け
で
は
十
分

理
解
で
き
な
い
と
、
失
業
率
も

五
％
と
四
八
年
ぶ
り
と
最
悪
、

本
県
も
何
不
況
か
知
り
ま
せ
ん

が
九
・
二
％
と
三
年
ぶ
り
、
さ

ら
に
本
土
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
に

よ
っ
て
は
、
本
県
の
九
・
二
％

は
ど
う
な
る
の
か
な
あ
と
、
新

年
度
に
向
け
て
景
気
が
低
迷
す

る
と
、
失
業
者
が
出
る
。
税
金

は
集
ま
ら
な
い
、
そ
う
し
ま
す

と
こ
の
改
革
、
病
気
を
し
て
い

る
人
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
強
い
る

よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
な
あ

と
思
わ
れ
る
。

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
の
補
助
の
方

法
と
額
は
、
あ
や
め
の
事

業
内
容
は
把
握
し
て
い
る
か
、

農
業
育
成
の
独
自
予
算
、
七
五

万
円
と
い
う
が
本
当
に
い
い
の

か
ど
う
か
、
交
付
税
が
落
ち
る

分
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
な
い
と

い
け
な
い
と
考
え
る
が
、
当
局

の
考
え
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長
　
交
付
税
は
今

年
度
の
決
算
の
中
で
三
○
・

四
％
、
平
成
六
年
が
二
三
・

八
％
で
し
た
か
ら
そ
の
割
合
は

ど
ん
ど
ん
高
く
な
っ
て
い
る
。

交
付
税
の
減
額
は
本
町
に
と
っ

て
影
響
は
大
き
い
、
今
後
は
無

駄
な
経
費
を
削
減
し
、
課
税
客

体
の
確
保
、
徴
収
率
を
上
げ
、

事
業
見
直
し
も
考
え
頑
張
る
。

産
業
課
長

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
へ
の

補
助
は
平
成
九
年
に
地
域
小
規

模
事
業
化
支
援
事
業
で
、三
○

○
万
円
、女
性
起
業
家
を
育
て

る
趣
旨
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
は
今
の
補
助
内
で
や
る
。

問

問

問

長浜ひろみ　議員

屋良朝英　議員

60

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

・
厚
生
労
働
省
の
乳
幼
児
健
康
支
援

一
時
預
か
り
事
業
を
活
用
し
た

「
産
褥
期
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
」

の
本
町
で
の
実
施
の
可
能
性
は
ど

う
か

・
「
安
全
な
学
校
」
づ
く
り
へ
校
門

が
見
え
や
す
い
位
置
へ
の
職
員
室

の
移
設
な
ど
を
伺
う
。
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本
議
会
で
は
、
相
次
ぐ
医
療
費
の
患
者

負
担
増
と
厳
し
い
不
況
下
で
、
安
心
し
て

子
供
を
生
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
の
た
め

に
、
勤
労
若
年
世
帯
へ
少
し
で
も
医
療
費

の
経
済
的
援
助
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
の

認
識
か
ら
、
国
の
制
度
と
し
て
乳
幼
児
医

療
費
助
成
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
を
求

め
る
。
す
な
わ
ち
、
国
は
、
少
子
化
対
策

推
進
基
本
方
針
に
お
い
て
、
子
育
て
の
負

担
感
を
緩
和
・
除
去
し
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
差
、
様
々
な
環
境
整
備
を
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
視
点
か

ら
も
、
全
国
統
一
的
な
乳
幼
児
医
療
費
を

無
料
と
す
る
制
度
の
創
設
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
子
供

達
の
健
や
か
な
成
長
を
社
会
的
に
保
障

し
、
若
い
世
帯
が
安
心
し
て
子
育
て
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
全
国
統
一

的
な
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
医
療

費
を
無
料
と
す
る
制
度
を
創
設
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
制
度
が
実
現
す
る
ま
で
の
間

は
、
国
民
健
康
保
険
国
庫
負
担
金
減
額
調

整
措
置
を
廃
止
す
る
よ
う
強
く
要
請
す

る
。

あ
て
先

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣

長
引
く
不
況
や
リ
ス
ト
ラ
な
ど
に
よ
っ

て
８
月
の
完
全
失
業
率
は
前
月
と
同
じ

５
％
、
沖
縄
県
の
完
全
失
業
率
は
９．

２
％
と
最
悪
の
事
態
で
す
。
今
後
、
銀
行

な
ど
の
不
良
債
権
処
理
な
ど
に
よ
っ
て
失

業
率
が
さ
ら
に
増
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

国
が
九
十
九
年
度
（
平
成
十
一
年
度
）

か
ら
予
算
化
し
て
き
た
「
緊
急
地
域
雇
用

特
別
交
付
金
事
業
」（
二
〇
〇
一
年
度
で

終
了
）
は
、
予
算
規
模
が
少
な
い
こ
と
や
、

雇
用
期
間
や
事
業
内
容
に
制
限
が
あ
る
た

め
、
失
業
者
を
雇
用
す
る
上
で
必
ず
し
も

有
効
な
対
策
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に

効
果
的
な
雇
用
対
策
と
し
て
改
善
さ
れ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
政

府
に
お
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
措

置
を
講
ず
る
よ
う
つ
よ
く
要
望
す
る
も
の

で
あ
る
。

一
、「
緊
急
地
域
雇
用
特
別
交
付
金
」
を

大
幅
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
事
業
内

容
の
緩
和
に
よ
り
、
各
自
治
体
が
有
効

に
活
用
で
き
る
よ
う
改
善
し
、
二
〇
〇

二
年
度
（
平
成
十
四
年
度
）
以
降
も
事

業
を
継
続
す
る
こ
と
。

二
、
失
業
者
・
高
齢
者
に
対
す
る
緊
急
の

就
労
事
業
を
つ
く
る
こ
と
。

あ
て
先

内
閣
総
理
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

西
原
町
議
会
は
、
不
幸
に
も
無
謀
な
テ

ロ
の
犠
牲
に
な
ら
れ
た
多
数
の
人
々
と
ご

家
族
に
対
し
、
心
か
ら
の
哀
悼
の
意
を
表

す
と
と
も
に
、
今
、
な
お
救
命
・
救
援
活

動
に
携
わ
っ
て
い
る
多
く
の
関
係
者
の

方
々
に
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

い
ま
重
要
な
こ
と
は
、
国
連
憲
章
と
国
際

法
に
も
と
づ
い
て
、
今
回
の
テ
ロ
犯
罪
の

容
疑
者
、
犯
罪
行
為
を
組
織
、
支
援
し
た

者
を
逮
捕
し
、
法
に
照
ら
し
て
厳
正
に
処

罰
す
る
こ
と
と
同
時
に
テ
ロ
の
背
景
に
あ

る
歴
史
的
及
び
社
会
・
経
済
的
要
因
を
国

際
的
協
調
に
よ
っ
て
解
決
す
る
事
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
政
府
は
、
国
際
社
会
と

連
携
し
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
つ
く
す

べ
き
で
あ
る
。

あ
て
先

内
閣
総
理
大
臣

外
務
大
臣

去
る
八
月
二
十
一
日
深
夜
、
隣
接
す
る
浦
添
市
内
の
駐
車
場
に

お
い
て
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
吸
引
し
て
い
た
中

学
生
が
死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。
問
題
の
所
在
は
、
子
ど
も

た
ち
の
深
夜
は
い
か
い
を
保
護
者
や
周
囲
の
大
人
が
気
づ
か
ず
、

適
切
な
指
導
助
言
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

「
夜
型
社
会
」
の
風
潮
を
改
善
し
、
か
か
る
事
件
の
再
発
防
止

に
努
め
、
次
代
を
担
う
青
少
年
を
事
件
事
故
か
ら
守
り
心
身
と
も

に
健
全
に
育
成
す
る
こ
と
は
、
全
町
民
共
通
の
願
い
で
あ
り
、
大

人
の
重
大
な
使
命
で
も
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
議
会
は
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
を
緊
密
に
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
総
力
を
挙

げ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
次
の
こ
と
を
広
く
町
民
に
訴
え
る
も

の
で
あ
る
。

意
見
書　

決
議
採
択　

地
域
が
一
体
と
な
っ
た

地
域
が
一
体
と
な
っ
た　

少
年
非
行
防
止
に
関
す
る
決
議

少
年
非
行
防
止
に
関
す
る
決
議　

地
域
が
一
体
と
な
っ
た　

少
年
非
行
防
止
に
関
す
る
決
議　

乳
幼
児
医
療
費
無
料
制
度
の

創
設
を
求
め
る
意
見
書

緊
急
地
域
雇
用
特
別
交
付
金

の
改
善
・
継
続
を
求
め
る

意
見
書

米
国
に
お
け
る
同
時
多
発

テ
ロ
事
件
に
関
す
る
意
見
書

一
、
大
人
が
「
シ
ン
デ
レ
ラ
タ
イ
ム
」
を
励
行
し
て
模

範
を
示
そ
う
。

一
、
家
族
の
だ
ん
ら
ん
タ
イ
ム
を
促
進
し
、
子
ど
も
が

出
す
「
サ
イ
ン
」
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
よ
う
。

一
、
勇
気
を
も
っ
て
声
か
け
運
動
を
展
開
し
よ
う
。

一
、
少
年
の
社
会
参
加
活
動
を
推
進
し
よ
う
。

一
、
地
域
社
会
共
同
参
加
に
よ
る
健
全
な
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
も
う
。
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二
十
世
紀
に
お
い
て
二
度
に
わ
た
る
悲
惨
な
大
戦
を

経
験
し
た
人
類
は
、
世
界
の
平
和
と
安
全
を
維
持
す
る

た
め
に
一
九
四
五
年
六
月
に
国
際
連
合
憲
章
を
調
印
し
、

同
年
十
月
に
国
際
連
合
が
発
足
し
た
。
以
来
、
国
際
連

合
は
紛
争
緩
和
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
戦
か
ら
五
十
五
年
を
経
過
し
た

今
日
、
地
域
紛
争
の
多
発
、
国
際
テ
ロ
、
難
民
、
環
境

破
壊
、
通
貨
危
機
に
よ
る
経
済
混
乱
及
び
Ｉ
Ｔ
格
差
な

ど
新
た
な
共
通
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
国
際
連
合
の

機
能
強
化
に
よ
る
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

世
界
人
口
の
約
六
割
を
有
す
る
ア
ジ
ア
地
域
に
、
地

球
規
模
の
問
題
を
討
議
し
解
決
で
き
る
国
際
連
合
の
一

翼
を
担
う
機
関
の
設
置
、
す
な
わ
ち
「
国
連
ア
ジ
ア
本

部
」
の
誘
致
は
人
類
社
会
の
平
和
と
安
寧
に
多
大
な
貢

献
を
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
沖
縄
県
は
、
我
が
国
の
最
西
南
端
に
位
置

し
、
唯
一
の
亜
熱
帯
地
域
に
属
す
る
気
候
的
条
件
下
に

あ
っ
て
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
ア
ジ
ア
地
域
に
最

も
近
い
南
の
玄
関
口
と
し
て
の
地
理
的
特
性
を
有
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
中
国
、
ア
ジ
ア
地
域
の
人
、
物
の
交

流
を
通
し
て
隆
盛
し
た
歴
史
は
、
我
が
国
に
お
い
て
も

独
特
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
二
十
一
世
紀
の
初
頭
に
当
た
り
「
平
和
で
豊

か
な
自
立
で
き
る
沖
縄
」
を
創
造
す
る
こ
と
は
私
た
ち

の
責
務
で
あ
り
、
と
り
わ
け
先
の
大
戦
で
地
上
戦
を
経

験
し
、
平
和
を
希
求
し
て
や
ま
な
い
こ
の
沖
縄
の
地
に

「
国
連
ア
ジ
ア
本
部
」
を
築
く
こ
と
は
意
義
深
く
、
今
後

の
国
際
社
会
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
確
信

す
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
最
適
地
で
あ
る
沖

縄
県
に
「
国
連
ア
ジ
ア
本
部
」
を
誘
致
さ
れ
る
よ
う
強

く
要
請
す
る
。

以
上
の
と
お
り
決
議
す
る
。

あ
て
先

内
閣
総
理
大
臣

内
閣
府
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣

外
務
大
臣

委
員
会
報
告

二
回
に
わ
た
る
慎
重
審
査
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
可
決
し
た
。

平
和
と
安
全
の
確
保
、
戦
後
五
六
年
間
戦
争
に

巻
き
込
ま
れ
な
か
っ
た
と
い
う
情
勢
分
析
、
情
勢

認
識
、
誘
致
に
よ
る
費
用
負
担
が
明
確
で
な
い
の

で
採
決
に
加
わ
ら
ず
退
席
し
ま
す
。（
伊
礼
一
美
）

設
置
云
々
は
先
の
話
で
、
国
際
会
議
の
積
み
重

ね
で
見
え
て
く
る
、
理
念
が
す
ば
ら
し
い
か
ら
内

容
が
わ
か
ら
な
く
て
も
決
議
す
る
の
は
ど
う
か
、

ま
だ
時
期
尚
早
だ
と
反
対
し
ま
す
。（

与
那
嶺
義
雄
）

日
米
同
盟
・
ア
メ
リ
カ
追
随
と
言
わ
れ
、
日
本

に
持
っ
て
き
て
ス
イ
ス
に
あ
る
活
動
が
で
き
る
の

か
。
な
ぜ
沖
縄
か
、
日
本
以
外
で
も
い
い
の
で
は
、

十
分
理
解
で
き
ず
反
対
し
ま
す
。
（
呉
屋
吉
則
）

小
泉
総
理
が
テ
ロ
事
件
で
米
国
を
強
く
指
示

し
、
支
援
を
や
っ
て
い
る
こ
と
事
態
問
題
あ
り
き

と
い
う
時
点
で
安
保
条
約
賛
成
す
る
よ
う
な
こ
と

は
で
き
な
い
、
だ
か
ら
反
対
で
す
。（
屋
良
朝
英
）

平
和
を
求
め
る
国
際
人
な
ら
誰
し
も
国
際
的
な

平
和
の
活
動
の
メ
ッ
カ
と
し
て
、
そ
れ
が
大
い
に

機
能
す
る
事
を
望
み
米
軍
基
地
が
あ
る
沖
縄
こ
そ

存
在
意
義
は
大
き
い
。

（
前
里
光
信
）

社
会
科
の
中
で
国
連
の
位
置
づ
け
を
子
供
た
ち

は
学
び
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
国
際
的
な
も
の

を
誘
致
し
、
米
軍
基
地
は
必
要
な
い
と
い
う
方
法

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
新
田
宗
信
）

「「
国
連
国
連
ア
ジ
ア
本
部
本
部
」　

沖
縄
県
誘
致

沖
縄
県
誘
致
に
関
す
る　

要
請
決
議

要
請
決
議　

「
国
連
ア
ジ
ア
本
部
」　

沖
縄
県
誘
致
に
関
す
る　

要
請
決
議　

賛
成
多
数　

採
択　

12
●東部消防組合　

●東部清掃施設組合　

2,647,380O
5,977,210O
1,879,310O

10,503,900O

2,997.6S
5,357.7S
1,968.8S

10,024.1S

1.5

2.7

4.7

2.0

2.0

0.5

9.3

2.5

193,488,000

149,918,000

341,135,000

396,775,000

1 2,503 3 5,991

1 8,566 9

　一般家庭ごみについては佐敷町のごみ袋指定に
続いて、与那原町が平成12年10月１日より実施さ
れており、西原町においても平成13年９月から始
まっている。５種類分別につきましては３町揃っ
て実施されていますが、事業系ごみについてはま
だまだ徹底されていませんので、各町のさらなる
指導をお願いしたい。　
　し尿処理場については、近年稼働率が高くなっ
てきています。特に旧盆と年末は調整しないとも
のすごい量となってしまいます。原因は、西原町
の人口増と大型店舗の増によるものだと思われます。
今後は他の組合の施設との委託も考えなければな

らないと思います。　

　消防施設の拡大、人件費等諸運営費の増加等に
より組合運営費は毎年度増加しており、参加４町
が拠出する分担金も毎年増加している。　
　この現状によると支出額の約77％を占める職員
の給料、手当等人件費の額は今後も増加が予想さ
れる。　
　また借入金残高は本年度も減少しているが、
216,316千円と多額な残高である。　
　なお既存の大型車両等の維持管理費、修理費等
も今後増加することが予想されるし、更に買い替
え等も必要になる。　

　このため諸運営費の支出にあたっては全職員が
常にコスト意識をもって諸経費の節減、合理化を
徹底して行い、効率的な財政運営を図ることを強
く要望する。　

1,081,316,000

12
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提
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ろ
み
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議会だよりに対するご意見、ご要望がありましたら議会事務局へお問い合わせください。

早いもので今年も残り１ヵ
月となりました。21世紀のス
タートは戦争のない平和な世
紀をと誰しもが願っていた
2001年でしたが残念ながら、
米国中枢同時テロ事件に伴う
報復、炭素菌事件等で沖縄観
光へも大きな影響を与え、依
然として変わらぬ経済不況と
重なって深刻な状況。
テロ事件の早期解決を強く望
むものです。

Ｋ．Ｎ

議会では台風16号に伴う�
町内の被災地を視察しました。�
議会では台風16号に伴う�
町内の被災地を視察しました。�

■議会活動の活性化に向けて

10月22日b 山梨県町村議長会
■会派制度による充実化を目指して

議長任期について

10月24日d 山梨県都留市

議会広報委員会の５名の
委員はサザンプラザ海邦に
於いて研修を行いました。
科目 議会広報発行の意義

と留意点について
講師 保坂政和氏

事務局より事務局より

事務局臨時職員が呉屋幸
美さんに替わり幸地かお
るさんが１年間事務局の
仕事を手伝います。�

町
村
議
会
議
員
職
員
研
修
会

町
村
議
会
議
員
職
員
研
修
会

町
村
議
会
広
報
研
修
会

町
村
議
会
広
報
研
修
会

議
会
運
営
委
員
会
研
修
会

議
会
運
営
委
員
会
研
修
会

～

西原台団地 西原台団地 町運動公園

県町村議会議長会主催による研修
会がカデナ文化センターで行われ、
議員20名と職員３名が参加しました。
午前『介護保険と広域連合について』

藤崎誠一氏
（厚生労働省老健局総務課課長補佐）

午後『新世紀Yどうなるこれからの日本の政治経済』
板垣英憲氏（政治経済評論家）
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